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今週のキーワード

AI材料発見
自律ラボとハイスループットデータが加速

24
件

記事総数

10
カ国

対象国数

40
%

強度向上

5年未満
触媒開発

今週の全24記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 Tescan FIB-SEM 新製品
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

TescanがFIB-SEM「Orage™ 2」を発表。TEM試料
作製を最大40%高速化し、ナノスケール特性評価を効
率化。

#02 PicoQuant Solira 新製品
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

PicoQuantがTRPL顕微鏡「Solira」を発表。半導体、
ペロブスカイトなど先端材料の多機能特性評価を統合
。

#03 AI半導体材料発見 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
AIがガリウムベース半導体材料の発見を数倍に高速化
。フリンダース大学とハリファ大学が共同研究。

#04 フルーツ収穫ロボット 学術論文
●●○○

○
●●○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○

フルーツ収穫ロボットのエンドエフェクタにスマート
材料（SMA,
EAP等）を応用する進展と課題をレビュー。

#05 マクロ環状ホスト分子 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
日本の研究チームがマクロ環状ホスト分子の協調挙動
を発見。表面上での分子捕捉能力向上に貢献。

#06 AI科学的発見加速 解説記事
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

スタンフォードHAI会議でAIによる科学的発見加速が
議論。自律AIエージェントによる「バーチャルラボ」
の進展。

#07 ロボット人工筋肉 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

ハーバード大学がLCEと回転ノズルを用いた3Dプリン
ティング技術を開発。ロボットに人間のような複雑な
筋肉動作を付与。

#08 説明可能なAI材料 解説記事
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
MIRAGEプロジェクトが解釈可能なAIで材料疲労と自
己修復メカニズムを解明。信頼性向上と設計加速へ。

#09 AI量子材料ラボ 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

自律型AI実験者「Qumus」が量子材料ラボに導入さ
れ、人間の介入なしにグラフェン・トランジスタを製
造。

#10 統合型人工筋肉 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

ソウル大学がLCEと液体金属チャネルを統合した人工
筋肉を開発。作動とセンシングを同時に実現し、ソフ
トロボットを高度化。

#11 メガライブラリAI 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

ノースウェスタン大学がメガライブラリによるAIデー
タ生成で自律的材料発見を加速。ハイスループット合
成が鍵。

#12 富士フイルムPFAS 製品発表
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●

富士フイルムがECTC 2026でPFASフリーPBO「ZEM
ATES™」を発表。半導体パッケージングの環境規制
に対応。

#13
インド工科大ボロフェ
ン

学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

インド工科大学が未来の2D材料「ボロフェン」を原子
レベルで構築。高性能バッテリー、センサーなどに応
用期待。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#14 NANOSFUNナノ構造 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○

NANOSFUNグループが脳疾患治療・エネルギー効率
デバイス向け分子ナノ構造を開発。生体模倣とスマー
ト応答性。

#15 米空軍セラミック 企業戦略
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

AeroVironmentが米空軍・宇宙軍向けセラミック材料
研究で2000万ドル契約を獲得。3Dプリント、センサ
ー統合。

#16 触媒発見加速 企業戦略
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

アルゴンヌ国立研究所がAI・自律ラボ統合で触媒発見
を加速するACDFプロジェクトを主導。期間を5年未満
に短縮。

#17 バルクLCE形状変化 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○

バルクLCEの制約のない自己形状変化を実現する3Dデ
ィレクター場を研究。ソフトロボットの複雑な動きに
貢献。

#18 水中ロボット最適化 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○

ハルビン工程大学が水中ロボットエンドエフェクタを
最適化。SMA,
EAPと分散型センシングで繊細な水中操作を実現。

#19 SnS2熱伝導率 学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

SnS2へのデュアルイオン置換が格子軟化とアニオン
二量化を誘発し、超低熱伝導率を実現。熱電材料性能
向上へ。

#20
VOCフリーコーティン
グ

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○

水溶性NPOSSがVOCフリー水性コーティングの多ス
ケール強化を実現。環境対応型高性能材料開発を促進
。

#21 コンパクトロボット 技術比較
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○

コンパクト空間向けロボットエンドエフェクタの折り
たたみ式と剛性式を比較。SMAによる柔軟性・剛性切
り替えが鍵。

#22 ウェアラブル繊維ロボ 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○

KIMMが極細SMAワイヤーを用いたウェアラブル繊維
ロボットを開発。使用者の強度を40%向上させ、医療
・介護に応用。

#23 Covestro AI材料 製品紹介
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

CovestroがCOMPUTEX 2026でAIインフラ向け高性
能材料ソリューションを展示。エンジニアリングプラ
スチック、TPUなど。

#24 熱電材料排熱変換 プロジェ
クト紹介

●●●○
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

UncorrelaTEdプロジェクトが多孔質熱電材料と液体
接触で排熱を電気に変換。自己給電型センサー実現へ
。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ AIによる材料開発の加速は、自社のR&D;戦略を陳腐化させないか？
AIが半導体材料の発見を数倍に高速化し、自律型ラボで量子材料や触媒を製造する時代が到来。従来の試行錯誤型R&D;
では競争力を維持できない可能性があり、AI導入の緊急性が高まっています。

❷ PFASフリー材料への移行は、既存製品のサプライチェーンを混乱させないか？
富士フイルムがPFASフリーPBOを発表するなど、環境規制強化に伴いPFAS代替材料への需要が急増。半導体パッケージ
ングなど主要分野での代替品への切り替えは、サプライチェーン全体に大きな影響を与えます。

❸ スマート材料の進化は、自社の製品設計に新たな価値をもたらすか？
人間のような筋肉を持つロボット、作動とセンシングを統合した人工筋肉など、スマート材料の応用が加速。これらの技
術は、医療、介護、ロボティクス分野で革新的な製品を生み出す可能性を秘めています。

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

AI材料開発PFASフリー人工筋肉 高耐熱材

ボロフェン

熱電変換 VOCフリー AIインフラ

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● AI材料開発 注意 開発期間短縮、新材料発見 R&D;競争激化、人材不足

● PFASフリー 注意 環境規制対応、市場獲得 代替材料開発コスト

● 人工筋肉 機会大 ロボット高機能化、新市場 技術難度、量産性課題

● 高耐熱材 機会大 航空宇宙、防衛需要 製造難度、コスト

● ボロフェン 機会大 新デバイス、電池性能向上 基礎研究段階、実用化遠い

● 熱電変換 機会大 廃熱利用、自己給電 変換効率、コスト課題

● VOCフリー 機会大 環境規制対応、新市場 性能維持、コスト増

● AIインフラ 機会大 高性能化、放熱性向上 材料選定ミス、競争激化
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深掘り ① ― 富士フイルム、PFASフリーPBOで半導体PKG市場をリード
#12 | 2026/05/26 | Business Wire | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●●

富士フイルムは、半導体パッケージング用感光性絶縁材料「ZEMATES™」シリーズから、PFASフリーのPBO（ポリベ
ンゾオキサゾール）材料を発表しました。これは、世界的なPFAS規制強化と顧客からの強い要望に応えるもので、従
来のPBOが持つ優れた電気特性、熱安定性、機械的強度を維持しつつ、環境負荷を低減します。

PFASは半導体材料に広く使われてきましたが、環境残留性と健康懸念から規制が加速しています。富士フイルムのこ
の開発は、日本の半導体材料メーカーが環境規制対応と高性能化を両立させる上で重要な一歩であり、サプライチェー
ン全体の持続可能性向上に貢献します。

▶ 技術者の視点

【機会】PFASフリー材料は、半導体業界全体の喫緊の課題であり、富士フイルムのPBOは日本の材料メ
ーカーがこの分野で先行する大きな機会です。特に、高性能AI半導体向けパッケージング材料として、
環境対応と性能の両立は差別化要因となります。競合他社に先駆けて市場投入できれば、大きなシェア
を獲得できるでしょう。しかし、【脅威】としては、PFASフリー化は単一材料に留まらず、製造プロセ
ス全体での見直しが必要となるため、サプライチェーン全体での協力が不可欠です。また、代替材料の
性能が既存PFAS含有材料と同等以上であることの証明と、長期信頼性の確保が課題です。日本の半導体
関連企業は、この動きを注視し、早期にPFASフリー材料への移行計画を策定し、サプライヤーとの連携
を強化すべきです。特に調達部門は、代替材料の評価と認定を急ぐ必要があります。

深掘り ② ― 日本発ブレークスルー：分子の協調挙動で機能性材料を革新
#05 | 2026/05/27 | Asia Research News | 技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●○○○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●●

日本の研究チームが、マクロ環状ホスト分子が固体表面で密集配置された際に、ゲスト分子捕捉能力が協調的に増強さ
れる現象を発見しました。原子間力顕微鏡（AFM）を用いて単一分子レベルで直接可視化されたこの知見は、分子アセ
ンブリの設計原理に新たな洞察をもたらします。

この協調挙動は、ホスト分子が密に集合している場合にのみ顕著に現れることが示されました。これは、微量化学物質
の高感度センサー、高効率分離膜、ガス貯蔵材料など、次世代の機能性材料設計において極めて重要な指針となります
。

▶ 技術者の視点

【機会】これは日本の材料科学が世界をリードする学術的ブレークスルーであり、将来の機能性材料開
発の基盤となるものです。分子レベルでの精密制御により、これまでにない高機能なセンサーや分離材
料、貯蔵材料の創出に繋がる可能性があります。日本の化学・素材メーカーは、この基礎研究の動向を
注視し、大学との連携を強化することで、将来的な知的財産の獲得と新製品開発の機会を掴むべきです
。特に、微量分析や環境モニタリング、医療診断分野での応用が期待されます。【脅威】としては、基
礎研究段階であり、実用化までには5年以上の長い時間と、分子設計から量産化までの技術的課題が山
積しています。海外の研究機関も同様の研究を進める可能性があり、この分野での国際競争は激化する
でしょう。R&D;部門は、この原理を応用した具体的な材料設計の検討を早期に開始し、特許戦略を練る
必要があります。
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深掘り ③ ― AIが自律型科学者へ進化：量子材料ラボでナノデバイスを製造
#09 | 2026/05/25 | AZoM | 技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●○○
日本関連度●●●●○

研究者たちは、生成AIとロボティクスを組み合わせた自律型AI実験者「Qumus」を量子材料ラボに導入しました。Qu
musは、人間の介入なしに仮説生成、実験実行、エラー訂正、データ分析を行い、グラフェン電界効果トランジスタを
含む複雑なナノデバイスのAI駆動による初の製造を達成しました。

このシステムは、量子材料発見を加速するための自己改善フレームワークを実証。AIが単なる分析ツールではなく、物
理的な実験環境で自律的に操作を行い、成果を生み出す「科学者」として機能できることを示しました。

▶ 技術者の視点

【機会】これはAIが科学的発見プロセスを根本的に変革する画期的な事例であり、日本の材料科学研究
や半導体開発にとって大きな機会です。自律型AI実験者は、開発サイクルを劇的に短縮し、人間の認知
バイアスに囚われない新たな発見を可能にします。特に、量子材料のような複雑な分野では、探索空間
が広大であるため、AIの貢献は計り知れません。日本の研究機関や大手企業は、このような自律型ラボ
の構築を加速し、国際競争力を高めるべきです。【脅威】としては、この技術はまだ基礎研究段階であ
り、汎用性や信頼性の確保には課題があります。また、高度なAIとロボティクス技術、そして膨大なデ
ータが必要となるため、初期投資と専門人材の確保が大きな障壁となります。日本のR&D;部門は、AI
とロボット工学の専門家を育成・確保し、自律型ラボの導入に向けたロードマップを早急に策定する必
要があります。この技術の進展は、研究者の役割自体を再定義する可能性も秘めています。

その他の注目記事
Covestro、AIインフラ向け高性能材料ソリューションを展示 (Covestro)
技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○

AIインフラの高性能化・放熱性向上に貢献するエンジニアリングプラスチックやTPUを展示。日本の電子部品・ロボッ
トメーカーは材料選定の参考に。

アルゴンヌ国立研究所、触媒発見加速プロジェクトを主導：ARPA-Eが280万ドルを助成 (Argonne National Laboratory)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

AIと自律ラボを統合し、触媒開発期間を15-20年から5年未満に短縮。日本の化学・エネルギー企業はR&D;戦略の見直
しが急務。

AIが次世代半導体および電子材料の発見を数倍に高速化：フリンダース大学とハリファ大学が成果 (Flinders News)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

AIがガリウムベース半導体材料の隠れた法則を学習し、新組成を予測。日本の半導体材料開発競争力に直結する技術で
、早期のAI導入検討が必須。

メガライブラリが自律的材料発見を加速：ノースウェスタン大学がAIデータ生成の新手法を提唱 (Northwestern University (via News))
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

メガライブラリによるハイスループットデータ生成がAI駆動型材料発見の鍵。日本の材料メーカーは、AI学習用データ
生成戦略を再考すべき。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】AIによる材料探索・設計ツールの導入可能性について情報収集を開始し、社内での適用領域を検討す
る。

• 【調達・購買】PFASフリー材料のサプライヤーリストを更新し、主要な代替材料の評価サンプル入手を依頼す
る。

▍短期（1ヶ月）
• 【経営企画】AI駆動型R&D;戦略の策定に着手し、必要な人材育成プログラムと投資計画の骨子を立案する。

• 【半導体PKG】富士フイルムのPFASフリーPBOの技術資料を入手し、既存プロセスへの適用可能性と性能検証
計画を策定する。

• 【R&D;】スマート材料（LCE,
SMA）の最新動向に関する社内勉強会を実施し、自社製品への応用可能性をブレインストーミングする。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;】自律型ラボシステムの導入に向けたロードマップを作成し、段階的な投資計画とPoC（概念実証）の
実施を検討する。

• 【経営企画】環境規制強化を見据え、全製品ポートフォリオにおけるPFASおよびVOC含有材料のリスク評価と
、代替材料への移行戦略を策定する。

• 【EV設計】次世代熱電材料による自動車排熱回収システムの可能性について、大学や研究機関との共同研究を
検討する。

• 【R&D;】ボロフェン等の2D材料に関する基礎研究の動向を継続的に追跡し、将来的な事業機会を見極めるため
の情報収集体制を強化する。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-05-30
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#20 水溶性POSSがVOCフリー水性コーティングの多スケール強化を実現

#21 コンパクト空間向けロボットエンドエフェクタ：折りたたみ式と剛性式の比較
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#23 Covestro、COMPUTEX 2026でAIインフラ向け高性能材料ソリューションを展示

#24 UncorrelaTEdプロジェクト：改良型熱電材料で排熱を電気に変換



Tescan、材料科学向けFIB-SEM「Orage™ 2」を発表：
TEM試料作製を自動化で革新

概要

Tescanは、AMBER 2プラットフォームに統合された次世代Ga+ FIB-SEMカラム
「Orage™ 2」を発表しました。このシステムは、先進材料科学における透過型電子顕
微鏡（TEM）試料作製、断面作製、ナノスケール特性評価を大幅に加速するために設

計されています。低keV FIB分解能と高ビーム電流性能を両立させ、従来のGa+ FIB-

SEMシステムと比較して最大40%高速なミリングを実現しつつ、TEMラメラの超薄型
化に必要な精度を維持します。

公開日 2026年05月28日  AZoM  チェコ



詳細

背景：高精度TEM試料作製における課題

透過型電子顕微鏡（TEM）による材料のナノスケール解析は、半導体、金属、複合材料
など多岐にわたる分野で不可欠です。しかし、TEM観察に最適な超薄型の試料（ラメ
ラ）作製は、高い技術と時間を要するプロセスであり、特に複雑な構造やデリケートな
材料においては、損傷なく高精度に加工することが大きな課題でした。従来の集束イオ
ンビーム走査型電子顕微鏡（FIB-SEM）システムは進化を遂げてきましたが、さらなる
高速化と高精度化が求められていました。

主要な進展：Orage™ 2によるTEM試料作製の新基準

チェコ共和国に本社を置くTescanは、そのAMBER 2プラットフォームに統合される次世
代Ga+ FIB-SEMカラム「Orage™ 2」を市場に投入しました。Orage™ 2は、先進的な材
料科学研究の要求に応えるため、TEM試料の自動作製プロセスを革新することを目的と
しています。このシステムは、低キロ電子ボルト（keV）での高分解能イオンビーム
と、高ビーム電流を両立させる独自の設計が特徴です。これにより、従来のGa+ FIB-

SEMシステムと比較して最大40%のミリング速度向上を実現しながらも、超薄型TEMラ
メラの調製に必要なナノメートルレベルの精度を維持することが可能です。結果とし
て、研究者はより迅速に高品質な試料を得ることができ、材料特性評価のワークフロー
を大幅に効率化できます。

技術的意義と今後の展望

Orage™ 2の導入は、自動化されたTEM試料作製技術における新たな標準を確立し、材料
科学研究に多大な影響をもたらします。高速かつ高精度な試料作製能力は、特に次世代
半導体デバイスの欠陥解析、新素材の微細構造評価、ナノテクノロジー開発における研
究サイクルを加速させます。これにより、研究者はより多くの試料を効率的に分析し、
材料の構造と特性に関する深い知見をより迅速に獲得できるようになります。将来的
に、Orage™ 2のような先進的なFIB-SEM技術は、材料設計から製造プロセスの最適化に
至るまで、幅広い分野でのイノベーションを推進する基盤となるでしょう。

元記事: https://www.azom.com/news.aspx?newsID=65483

https://www.azom.com/news.aspx?newsID=65483


収集日: 2026年05月30日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



PicoQuantが時間分解フォトルミネッセンス顕微鏡の新製
品「Solira」を発表

概要

PicoQuantは、時間分解フォトルミネッセンス（TRPL）および包括的な材料特性評価
のために設計された新型顕微鏡「Solira」を発表しました。Soliraはモジュール式アッ
プライト顕微鏡として、半導体、ペロブスカイト、ナノ材料、LED、量子エミッターな

ど、幅広い先端材料システムの調査をサポートします。このシステムは、E-MRS

Spring Meeting 2026で世界初公開され、TRPLイメージング、キャリア拡散マッピン
グ、相関測定といった複数の高度な方法論を単一プラットフォームに統合していま

す。

公開日 2026年05月28日  Spectroscopy Online  ドイツ



詳細

背景：先端材料特性評価の重要性と既存技術の限界

半導体、量子ドット、ペロブスカイト材料などの先端材料は、エレクトロニクス、フォ
トニクス、エネルギー変換といった分野で不可欠な役割を担っています。これらの材料
の性能を最大限に引き出すためには、励起子の寿命、キャリアの挙動、欠陥の存在な
ど、光物理学的特性を正確に理解することが極めて重要です。時間分解フォトルミネッ
センス（TRPL）はこれらの特性を調べる強力なツールですが、従来のシステムでは複数
の測定手法を統合することが難しく、多様な材料系に対応するための柔軟性や、高速な
データ取得・解析が課題となっていました。

主要な進展：Soliraによる多機能TRPL解析

ドイツのPicoQuant社は、時間分解フォトルミネッセンス（TRPL）顕微鏡の新製品
「Solira」を発表しました。Soliraは、先端材料の包括的な光物理学的特性評価を目的と
したモジュール式のアップライト顕微鏡システムです。この新製品は、特に半導体、ペ
ロブスカイト、ナノ材料、LED、量子エミッターなどの多種多様な材料システムの調査
に対応できるよう設計されています。その最大の特長は、TRPLイメージング、キャリア
拡散マッピング、時間相関単一光子計数（TCSPC）に基づく相関測定など、複数の高度
な測定技術を単一の統合されたプラットフォームで実現する点にあります。この統合に
より、研究者は異なる測定設定間で試料を移動させる手間なく、効率的かつ多角的に材
料の特性を解析できるようになります。Soliraは、E-MRS Spring Meeting 2026で世界初
公開され、その革新性が広く紹介されました。

技術的意義と今後の展望

Soliraの登場は、時間分解分光法と顕微鏡法の分野に大きな進歩をもたらします。単一
プラットフォームでの多機能性により、研究者は材料の光物理学的挙動をより深く、よ
り広範に理解することが可能になります。これにより、例えば、新世代の太陽電池材料
における電荷キャリアの移動メカニズムの最適化、量子情報科学における量子エミッタ
ーの効率向上、高性能LEDの開発における発光メカニズムの解明など、様々な応用分野
での材料設計と最適化が加速されます。Soliraは、先端材料研究における発見の速度と
質を高め、次世代デバイス開発の重要な基盤となることが期待されます。

元記事: https://www.spectroscopyonline.com/view/picoquant-launches-solira-a-new-instrument-in-

https://www.spectroscopyonline.com/view/picoquant-launches-solira-a-new-instrument-in-time-resolved-photoluminescence-microscopy


time-resolved-photoluminescence-microscopy

収集日: 2026年05月30日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.spectroscopyonline.com/view/picoquant-launches-solira-a-new-instrument-in-time-resolved-photoluminescence-microscopy


AIが次世代半導体および電子材料の発見を数倍に高速化：
フリンダース大学とハリファ大学が成果

概要

フリンダース大学とハリファ大学UAEの国際共同研究チームが、人工知能（AI）シス
テムを導入し、次世代ガリウムベース半導体材料の開発を従来の数倍の速さで進めて
います。この機械学習プラットフォームは「スマート材料発見エンジン」として機能

し、複雑なコンピュータ実験やラボ実験にかかる時間を劇的に短縮。AIはガリウムベ
ース材料の隠れた化学法則を学習し、望ましい電子特性を持つ全く新しい材料組成を
予測することで、半導体技術のイノベーションを加速します。

公開日 2026年05月25日  Flinders News  オーストラリア



詳細

背景：半導体材料開発の進化とボトルネック

現代社会において、コンピュータチップや電子材料は、AI、IoT、高速通信といった先
進技術の基盤を形成しています。これらの技術がさらに進化するためには、より高性能
でエネルギー効率の高い半導体材料の開発が不可欠です。特にガリウムベースの半導体
は、高い電子移動度やバンドギャップの特性から、次世代デバイスの有力候補とされて
います。しかし、新材料の発見と最適化は、膨大な数の組成と構造の組み合わせを探索
する必要があり、従来の実験的手法や計算手法では時間とコストが膨大にかかるという
ボトルネックがありました。この遅延が、技術革新の速度を制限していました。

主要な進展：AIによる「スマート材料発見エンジン」

オーストラリアのフリンダース大学とアラブ首長国連邦のハリファ大学UAEによる国際
共同研究チームは、この課題を克服するため、人工知能（AI）システムを応用した画期
的な「スマート材料発見エンジン」を開発しました。この機械学習プラットフォーム
は、ガリウムベース材料の化学的挙動を支配する複雑で隠れた法則を自律的に学習する
能力を持っています。従来の材料開発では、数々の試行錯誤と詳細なシミュレーション
が必要でしたが、AIエンジンは過去のデータと物理法則に基づいて、特定の電子特性を
持つ可能性のある新しい材料組成を効率的に予測します。これにより、必要なコンピュ
ータ実験や実際のラボ実験の回数を劇的に削減し、開発期間を従来の数倍に短縮するこ
とに成功しました。

技術的意義と今後の展望

このAI駆動型材料発見プラットフォームは、半導体材料開発における新たなパラダイム
を提示します。開発サイクルの大幅な短縮は、次世代コンピュータチップの市場投入を
加速させ、高性能AIアクセラレータや量子コンピューティングといった先端技術の実現
に貢献するでしょう。さらに、このアプローチはガリウムベース材料に留まらず、他の
多様な機能性材料の探索にも応用可能です。これにより、エネルギー効率の高いデバイ
ス、新しいセンサー、あるいはこれまで想像もしなかったような革新的な電子部品の創
出が期待されます。AIと材料科学の融合は、未来の技術革新を駆動する強力なエンジン
となり、より持続可能で高性能な社会の実現に貢献する可能性を秘めています。

元記事: https://news.flinders.edu.au/blog/2026/05/26/ai-speeds-up-discovery-of-next-gen-computer-

https://news.flinders.edu.au/blog/2026/05/26/ai-speeds-up-discovery-of-next-gen-computer-chips-and-electronic-materials/


chips-and-electronic-materials/
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https://news.flinders.edu.au/blog/2026/05/26/ai-speeds-up-discovery-of-next-gen-computer-chips-and-electronic-materials/


フルーツ収穫ロボット用エンドエフェクタ技術の進展：ス
マート材料の応用と課題

概要

フルーツ収穫ロボットのエンドエフェクタ技術に関する包括的なレビューが発表さ
れ、形状記憶合金（SMA）、電歪ポリマー（EAP）、イオン性ポリマー-金属複合材料
（IPMC）といったスマート材料の応用が詳細に検討されています。SMAは構造がシン

プルで静音性が高い一方で、熱応答速度が遅く、商業的な収穫に必要な速度要件を満
たすことが難しいと指摘されています。しかし、全体としてスマート材料は、エンド
エフェクタの小型化、統合化、柔軟性向上に新たな可能性をもたらすと評価されてい

ます。

公開日 2026年05月26日  MDPI  スイス



詳細

背景：自動化されたフルーツ収穫の重要性とエンドエフェクタの課題

労働力不足と農業効率向上の必要性から、フルーツ収穫の自動化は世界中で喫緊の課題
となっています。収穫ロボットの性能を左右する主要なコンポーネントの一つが、果実
を傷つけずに把持・収穫する「エンドエフェクタ」です。エンドエフェクタには、柔ら
かい果実を扱うための繊細な力制御、多様な形状やサイズの果実に対応する柔軟性、そ
して迅速な動作が求められます。従来の硬質なロボットハンドではこれらの要件を全て
満たすことが難しく、より高度な材料と設計が模索されていました。

主要な内容：スマート材料によるエンドエフェクタの革新

MDPIが発表したレビュー記事では、フルーツ収穫ロボットのエンドエフェクタ技術に
おけるスマート材料の応用が詳細に分析されています。特に注目されるのは、以下のス
マート材料です：

**形状記憶合金 (SMA)**：シンプルな構造で高い出力密度、静音性を持ち、バイオミ
メティックな動きを実現する可能性を秘めています。しかし、熱活性化による動作の
ため応答速度が比較的遅く、商業的な収穫速度の要求を満たすには課題があります。

**電歪ポリマー (EAP)**：印加電圧によって大きく変形する能力があり、「人工筋
肉」とも称されます。柔軟で軽量なエンドエフェクタ設計に貢献しますが、駆動電圧
の高さや耐久性が課題となる場合があります。

**イオン性ポリマー-金属複合材料 (IPMC)**：低電圧で大きな変形が可能で、水中で
の作動も期待されます。しかし、乾燥環境下での性能低下や製造コストが課題です。

このレビューでは、これらの材料がエンドエフェクタの小型化、軽量化、柔軟性向上、
そしてセンサーとの統合を可能にし、より繊細で知的な収穫作業の実現に貢献すると結
論付けています。



技術的意義と今後の展望

このレビューは、フルーツ収穫ロボットのエンドエフェクタ設計におけるスマート材料
の潜在能力と限界を明確に示しています。スマート材料の導入は、ロボットが果実の柔
らかさや形状を感知し、それに応じた把持力を調整する「器用さ」を向上させる上で不
可欠です。今後は、応答速度の向上、耐久性の確保、そして低コストでの量産技術の確
立が、スマート材料を用いたエンドエフェクタの実用化に向けた重要な研究開発課題と
なります。また、複数のスマート材料を組み合わせたハイブリッド型エンドエフェクタ
や、AIによる把持戦略の最適化が、未来の農業ロボティクスにおける収穫効率と品質を
劇的に向上させる鍵となるでしょう。

元記事: https://www.mdpi.com/1424-8220/26/11/3382

収集日: 2026年05月30日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/1424-8220/26/11/3382


マクロ環状ホスト分子の協調挙動：表面上での分子捕捉能
力を向上

概要

日本の研究チームは、マクロ環状ホスト分子が固体表面で密集して配置された際に、
ゲスト分子を捕捉する能力において協調的な挙動を示すことを発見しました。この現
象は、ホスト分子が表面に密に集合している場合にのみ顕著に現れることを、原子間

力顕微鏡（AFM）技術を用いて単一分子レベルで直接可視化。この知見は、次世代の
化学センサー、分離システム、貯蔵材料の設計において重要な指針を提供すると期待
されています。

公開日 2026年05月27日  Asia Research News  日本



詳細

背景：分子認識と機能性材料の基本原理

分子認識は、特定の分子が他の分子を選択的に認識し、結合する現象であり、化学セン
サー、医薬品、分離プロセスなど、様々な機能性材料の基盤となっています。特に、大
きな環状構造を持つマクロ環状ホスト分子は、その内部の空洞にゲスト分子を取り込む
ことで、高効率な分子捕捉や選択的輸送を実現します。しかし、これらの分子が固体表
面上でどのように振る舞い、互いに影響し合って機能を発現するのか、そのメカニズム
は完全には解明されていませんでした。表面上での分子の配置や相互作用を理解するこ
とは、高性能な機能性材料を設計する上で不可欠です。

主要な内容：AFMによる単一分子レベルでの協調挙動の可視化

日本の複数の研究機関（大阪大学、東京工業大学、広島大学、九州大学）からなる共同
研究チームは、固体表面上に固定されたマクロ環状ホスト分子が、高密度に集合してい
る場合に限り、ゲスト分子の捕捉において「協調的な挙動」を示すことを実験的に明ら
かにしました。彼らは、2種類の原子間力顕微鏡（AFM）技術、すなわち「非接触
AFM」と「ジャンプスキャンAFM」を駆使し、単一分子レベルでホスト分子の構造変化
やゲスト分子との相互作用を直接観察することに成功しました。具体的には、ホスト分
子が表面上で密に配置されると、個々の分子が持つ捕捉能力が単独の場合よりも増強さ
れ、効率的なゲスト分子の取り込みが可能になることを実証しました。この協調性は、
隣接するホスト分子間の微妙な構造変化や電子的相互作用によって引き起こされると考
えられています。



技術的意義と今後の展望

この発見は、分子アセンブリの設計原理に新たな洞察をもたらすもので、今後の機能性
材料開発に大きな影響を与えます。分子が単独で機能するだけでなく、集団として協調
することで、より高い機能性を発揮するという知見は、例えば、微量な化学物質を極め
て高感度で検出する次世代化学センサー、特定の物質のみを効率的に分離する高度な分
離膜、あるいはガスや薬物を効率的に貯蔵・放出する材料の設計に直接応用できます。
特に、表面上での分子の自己組織化を利用して、狙った機能を持つナノ構造を精密に構
築するボトムアップアプローチにおいて、この協調挙動の制御は極めて重要な要素とな
ります。将来的には、この原理を応用することで、環境モニタリング、医療診断、エネ
ルギー分野など、多岐にわたる応用が期待される高性能なスマート材料の創出が加速さ
れるでしょう。

元記事: https://www.asiaresearchnews.com/content/revealing-molecular-cooperation-macrocyclic-host-

molecules-work-together-surface

収集日: 2026年05月30日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.asiaresearchnews.com/content/revealing-molecular-cooperation-macrocyclic-host-molecules-work-together-surface
https://www.asiaresearchnews.com/content/revealing-molecular-cooperation-macrocyclic-host-molecules-work-together-surface


AIが科学的発見を加速：人間中心のアプローチと自律ラボ
の進展

概要

スタンフォードHAIが主催するAI+Science会議では、AIが科学的発見プロセスを根本的
に変革している現状が議論されました。AIは仮説生成、実験設計、データ分析といっ
た役割を担い、発見を加速させる一方で、一部では完全に自律的なAIエージェントが

研究を独立して実施する「バーチャルラボ」が構築されています。これにより、AIと
人間の協力が新しい科学のフロンティアを切り開く可能性が示されました。

公開日 2026年05月27日  Stanford HAI  アメリカ



詳細

背景：科学的発見プロセスの変革期

現代科学は、膨大なデータの生成、複雑なシミュレーション、そして広範な実験的探索
という課題に直面しています。従来の科学的方法論では、これらの課題に対応し、発見
の速度を劇的に向上させることは困難でした。人工知能（AI）の急速な進化は、この状
況を変え、科学者が研究を行う方法を根本から変革する可能性を秘めています。AIは、
複雑なデータセットの中からパターンを抽出し、新たな仮説を生成し、実験の設計を最
適化し、さらには自律的に実験を実行する能力を持つようになっています。

主要な進展：AIエージェントによる自律研究と「バーチャルラボ」

スタンフォードHAIが開催したAI+Science会議では、AIが科学的発見の各段階において
どのように貢献しているかが詳細に議論されました。主要な論点として、AIが研究者を
支援するツールとしての役割を超え、一部では「自律的な科学エージェント」として機
能する段階に移行している点が挙げられました。例えば、スタンフォード大学のJames

Zou教授は、AIエージェントが研究グループのミーティングを自律的に運営し、新しい
抗体の設計を独立して実施する「バーチャルラボ」の概念を提唱し、その実現に向けた
研究を進めています。このAIエージェントは、既存の知識ベースから新たな仮説を生成
し、最適な実験経路を計画し、シミュレーションを通じて結果を予測し、最終的にその
結果を分析して学習するサイクルを自律的に繰り返します。これにより、研究者はより
高レベルな概念的課題に集中し、AIがデータ駆動型の反復作業を引き受けることが可能
となります。



技術的意義と今後の展望

AIが科学的発見のプロセスに深く統合されることは、研究の加速だけでなく、これまで
に不可能だった複雑なシステムの理解や、予期せぬ発見を可能にするという点で極めて
重要です。AI駆動型の「バーチャルラボ」は、材料科学、生物学、化学、物理学といっ
た分野において、膨大な数の候補材料のスクリーニング、薬剤の迅速な開発、新たな理
論の検証などを劇的に効率化します。また、AIは人間の認知バイアスに囚われずにデー
タを分析できるため、既存の知識では見過ごされてきた関係性やパターンを発見する可
能性を秘めています。しかし、このような自律システムの倫理的側面、データの透明
性、そして人間とAIの役割分担については、引き続き議論と慎重な検討が必要です。将
来的には、AIと人間の研究者がシームレスに協力し、互いの強みを最大限に引き出すこ
とで、科学のフロンティアはさらに大きく広がるでしょう。

元記事: https://hai.stanford.edu/news/how-ai-is-transforming-scientific-discovery-while-keeping-

humans-at-the-center

収集日: 2026年05月30日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://hai.stanford.edu/news/how-ai-is-transforming-scientific-discovery-while-keeping-humans-at-the-center
https://hai.stanford.edu/news/how-ai-is-transforming-scientific-discovery-while-keeping-humans-at-the-center


3Dプリンティングでロボットに人間のような筋肉：ハー
バード大学が新技術発表

概要

ハーバード大学の研究者たちは、2種類の柔軟なエラストマーを組み合わせた新しい
3Dプリンティング技術を開発し、ロボットに人間のような、より自然で繊細な動きを
可能にする「筋肉」を与えることを目指しています。この技術は、特定の温度変化で

収縮する液晶エラストマー（LCE）と、変形に抵抗する受動的な材料を並行してプリン
トすることで動きを生成します。LCEの分子配列を回転ノズルを用いて螺旋状に配向さ
せることで、曲げやねじりの方向と強度を精密に制御できる点が最大の特徴です。

公開日 2026年05月28日  Futuro Prossimo  アメリカ



詳細

背景：ソフトロボットの進化とアクチュエータの課題

ソフトロボットは、柔軟な材料で構成されており、複雑な環境に適応したり、デリケー
トな物体を安全に扱ったりする能力から、医療、探索、人間との協調作業など、幅広い
分野での応用が期待されています。しかし、ソフトロボットの動きを制御する「筋肉」
となるアクチュエータは、高い出力密度、迅速な応答性、そして人間の筋肉のような複
雑な多方向の変形能力を同時に実現することが困難でした。特に、3Dプリンティングに
よる製造は、複雑な形状を容易に作成できる利点があるものの、異なる機能を持つ材料
を統合して多機能なアクチュエータを一度に製造する技術はまだ発展途上でした。

主要な進展：螺旋配向LCEを用いた複合3Dプリンティング

ハーバード大学の研究チームは、この課題を解決するため、2種類の柔軟なエラストマ
ーを統合的に3Dプリンティングする革新的な技術を開発しました。この技術の核となる
のは、特定の温度変化に応答して収縮する「液晶エラストマー（LCE）」と、構造的な
安定性を提供し、変形に抵抗する「受動的なエラストマー」の組み合わせです。研究者
たちは、独自に設計した回転ノズルを使用し、3Dプリンティング中にLCEの分子配列を
精密に「螺旋状」に配向させることに成功しました。この螺旋配向が、アクチュエータ
の動作に劇的な影響を与えます。従来のLCEアクチュエータは主に単純な伸縮や曲げに
限定されていましたが、螺旋構造を持つことで、特定の温度刺激に対して予測可能かつ
制御されたねじれや屈曲といった複雑な多方向の変形を生成できるようになりました。
これにより、単一のアクチュエータで、人間の腕や指のような複雑な動きを模倣する
「筋肉」を実現する道が開かれました。



技術的意義と今後の展望

この複合3Dプリンティング技術は、ソフトロボットのアクチュエータ設計に新たな可能
性をもたらします。LCEの分子配向を精密に制御できることで、ロボットの動きの方
向、速度、強度をこれまでにないレベルでカスタマイズできるようになります。これ
は、手術用ロボットがより繊細な操作を行う能力を高めたり、義肢がより自然な動きを
実現したり、あるいは災害現場で瓦礫の中を進む探索ロボットがより柔軟に環境に適応
したりするなど、多様な応用が期待されます。さらに、この技術は、人間の筋肉の複雑
な機能を模倣するバイオインスパイアードロボットの開発を加速させ、ソフトロボット
がより広範なタスクを実行するための基盤を築きます。将来的に、熱応答性LCEだけで
なく、光応答性や電場応答性などの他のスマート材料との統合により、さらに高度で多
機能な人工筋肉の創出へと発展する可能性を秘めています。

元記事: https://en.clickpetroleoegas.com.br/a-new-3d-printing-technology-promises-to-give-robots-

muscles-similar-to-humans-asaf04/

収集日: 2026年05月30日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://en.clickpetroleoegas.com.br/a-new-3d-printing-technology-promises-to-give-robots-muscles-similar-to-humans-asaf04/
https://en.clickpetroleoegas.com.br/a-new-3d-printing-technology-promises-to-give-robots-muscles-similar-to-humans-asaf04/


材料研究における説明可能なAI：疲労と自己修復メカニズ
ムの解明

概要

MIRAGE（Microstructure Insights through Reliable/Interpretable AI and Guided

Experiments）と名付けられた新しい共同研究プロジェクトが立ち上げられました。こ
れは、解釈可能なAIと高性能計算を組み合わせることで、材料の疲労メカニズムと自

己修復プロセスの理解を深めることを目指しています。アルゴンヌ、サンディア、ロ
スアラモス、ローレンスリバモアといった米国国立研究所と南カリフォルニア大学の
研究者が集結し、AI駆動のシミュレーションとガイド付き実験を統合して、疲労の根

本原因を特定し、包括的な参照ライブラリと効率的な材料挙動シミュレーションモデ
ルを開発します。

公開日 2026年05月25日  Lab Manager  アメリカ



詳細

背景：材料疲労と自己修復の複雑なメカニズム

航空宇宙、自動車、エネルギー分野など、高性能が要求される様々な産業において、材
料の疲労は構造物の信頼性と寿命に大きく影響する重要な課題です。疲労による亀裂発
生や進展メカニズムは複雑であり、材料の微細構造、応力状態、環境条件など多くの要
因が絡み合っています。また、近年注目されている自己修復材料は、損傷を自律的に修
復する能力を持つことで材料の寿命延長や安全性向上に貢献しますが、その修復メカニ
ズムもまた複雑で、完全に理解・予測するためには膨大な実験と解析が必要です。従来
の解析手法では、これらの複雑な現象の根本原因を特定し、将来の材料挙動を正確に予
測することが困難でした。

主要な進展：MIRAGEプロジェクトと説明可能なAIの活用

この課題に対処するため、米国の主要な国立研究所（アルゴンヌ国立研究所、サンディ
ア国立研究所、ロスアラモス国立研究所、ローレンスリバモア国立研究所）と南カリフ
ォルニア大学の研究者からなる「MIRAGE」プロジェクトが発足しました。MIRAGEは、
材料科学研究に「解釈可能なAI（Explainable AI, XAI）」と高性能計算を統合することを
特徴としています。従来のAIモデルは予測精度が高い一方で、その判断プロセスが「ブ
ラックボックス」であるという課題がありましたが、XAIはAIの意思決定メカニズムを
人間が理解可能な形で説明することを目指します。プロジェクトでは、AI駆動型のシミ
ュレーションと、AIが次の実験条件を提案する「ガイド付き実験」を組み合わせること
で、材料の疲労プロセスや自己修復メカニズムにおける根本的な物理的・化学的要因を
特定します。このアプローチにより、AIは材料の微細構造と巨視的挙動の間の複雑な関
係性を解析し、疲労発生や修復を駆動する隠れたメカニズムを明らかにすることができ
ます。最終的には、これらの知見を包括的な参照ライブラリとして体系化し、材料挙動
を効率的にシミュレートできる予測モデルを開発することを目指しています。



技術的意義と今後の展望

MIRAGEプロジェクトは、材料科学におけるAIの役割を、単なるデータ解析ツールか
ら、発見を加速するパートナーへと進化させるものです。解釈可能なAIの活用は、科学
者がAIの予測を信頼し、その背後にある物理的洞察を深める上で極めて重要です。これ
により、研究者は「なぜ」特定の材料が疲労し、あるいは「どのように」自己修復する
のかをより深く理解できるようになります。この知見は、耐疲労性に優れた構造材料の
設計、効率的な自己修復材料の開発、そして極限環境下でも信頼性の高い材料システム
の創出に直接貢献します。将来的には、MIRAGEで開発される技術と知識は、航空機、
原子力発電所、宇宙船などの重要インフラの安全性と寿命を向上させるだけでなく、新
しい機能性材料の設計サイクルを大幅に短縮し、材料工学全体に大きな影響を与えるこ
とが期待されます。

元記事: https://www.labmanager.com/how-interpretable-ai-could-transform-materials-r-d-35416

収集日: 2026年05月30日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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AIが量子材料ラボに参入しグラフェン・トランジスタを構
築：自律的発見を加速

概要

研究者たちは、量子材料分野において自律的で物理的に具現化された人工知能（AI）
実験者「Qumus」を導入しました。このシステムは、生成AIとロボティクスを組み合
わせることで、仮説生成、実験実行、エラー訂正、データ分析を独立して行います。

Qumusは、人間の介入なしにグラフェン電界効果トランジスタを含む複雑な原子的に
薄いナノデバイスのAI駆動による初の製造を達成し、量子材料発見を加速するための
自己改善フレームワークを実証しました。

公開日 2026年05月25日  AZoM  アメリカ



詳細

背景：量子材料開発の複雑性と自動化の必要性

グラフェンやその他の原子的に薄い二次元（2D）材料に代表される量子材料は、次世代
のエレクトロニクス、フォトニクス、量子コンピューティングにおいて革新的な応用が
期待されています。しかし、これらの材料の探索、合成、特性評価、そしてデバイス化
のプロセスは、非常に複雑で時間と専門知識を要します。特に、原子レベルでの精密な
制御が求められるナノデバイスの作製は、熟練した人間の手作業に頼る部分が多く、研
究開発の速度を制限していました。このような背景から、研究プロセスの自動化と知能
化は、量子材料分野の発見を加速するための喫緊の課題となっています。

主要な進展：自律型AI実験者「Qumus」によるグラフェン・トランジスタ製造

スタンフォード大学の研究者たちは、この課題に対処するため、自律型AI実験者
「Qumus（キュムス）」を開発し、量子材料ラボに導入しました。Qumusは、生成AI
と先進的なロボティクスを統合したシステムであり、人間の介入なしに、科学的発見の
サイクル全体（仮説生成、実験計画、実行、データ分析、エラー訂正、新たな仮説の生
成）を独立して遂行する能力を持っています。その最も画期的な成果は、Qumusがグラ
フェン電界効果トランジスタを含む、原子的に薄い複雑なナノデバイスのAI駆動による
初の製造を達成したことです。これは、AIが単なる分析ツールとしてではなく、物理的
な実験環境で実際に操作を行い、成果を生み出す自律的な「科学者」として機能できる
ことを実証したものです。Qumusは、試行錯誤を通じて自らの実験戦略を改善し、効率
的な学習を通じて量子材料の発見と最適化を加速する自己改善フレームワークを確立し
ました。



技術的意義と今後の展望

Qumusの導入は、量子材料科学における研究パラダイムを根本的に変革する可能性を秘
めています。人間の介入を最小限に抑えながら、複雑な実験を自律的に実行し、新たな
材料やデバイスを発見できる能力は、研究開発の速度を劇的に向上させます。これによ
り、グラフェン、トポロジカル絶縁体、超伝導体といった新奇量子材料の探索が加速さ
れ、高性能なセンサー、エネルギー効率の高いデバイス、そして未来の量子コンピュー
ティングシステムの実現に貢献するでしょう。将来的には、Qumusのような自律型AI実
験者は、材料科学以外の分野（例えば、医薬品開発や触媒設計）にも応用され、科学的
発見のプロセス全体を効率化する基盤となることが期待されます。ただし、倫理的な側
面や、AIの「理解」の限界、そして人間との協調の最適化については、引き続き慎重な
検討が求められます。

元記事: https://www.azom.com/news.aspx?newsID=65475

収集日: 2026年05月30日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.azom.com/news.aspx?newsID=65475


ソウル大学、作動とセンシングを統合したインテリジェン
ト人工筋肉を開発

概要

ソウル国立大学の研究チームは、作動（動き）とセンシング（感知）機能を単一の材
料システムに統合した、インテリジェントな人工筋肉を開発しました。このシステム
は、液体金属チャネルを液晶エラストマー（LCE）内に組み込むことで、電気刺激に応

答して収縮すると同時に、リアルタイムで内部の力と長さを測定できます。この革新
的なアプローチは、ヒト型ロボットやリハビリテーション機器、繊細な物体を扱うソ
フトロボットグリッパーなど、多岐にわたるソフトロボット応用分野で重要な進歩と

なります。

公開日 2026年05月28日  EurekAlert! / Seoul National University  韓国



詳細

背景：ソフトロボットにおける作動とセンシングの統合課題

ソフトロボットは、その柔軟性と環境適応能力から、人間との安全なインタラクション
やデリケートな物体操作など、幅広い分野での応用が期待されています。しかし、従来
のアクチュエータ（作動部）とセンサーは個別のコンポーネントとして設計・統合され
ることが多く、これによりシステムの複雑性、重量、体積が増大し、また応答速度や柔
軟性が制限されるという課題がありました。特に、人間の筋肉のような自然で統合され
た動きと感知を同時に実現するには、材料レベルでの根本的なイノベーションが必要と
されていました。

主要な進展：LCEと液体金属チャネルによる統合型人工筋肉

ソウル国立大学の研究チームは、この長年の課題を解決する画期的な「インテリジェン
ト人工筋肉」を開発しました。このシステムは、熱や電気に応答して大きく変形するス
マート材料である「液晶エラストマー（LCE）」と、高い電気伝導性を持つ「液体金
属」を巧みに組み合わせたものです。研究者たちは、LCEの内部に微細な液体金属チャ
ネルを統合する独自のアプローチを採用しました。この構造により、人工筋肉に電気刺
激を加えるとLCEが収縮し、同時に液体金属チャネルの形状が変化することで、電気抵
抗がリアルタイムで変化します。この電気抵抗の変化を測定することで、人工筋肉がど
れだけ収縮したか、あるいはどれだけの力がかかっているかを正確に感知できるので
す。つまり、作動機能とセンシング機能が単一の材料システム内で同時に、かつシーム
レスに実現されています。



技術的意義と今後の展望

作動とセンシングの統合は、ソフトロボット工学におけるパラダイムシフトを意味しま
す。このインテリジェント人工筋肉は、ロボットが環境とより直感的にインタラクトす
るための基盤を提供します。例えば、人間の骨格や筋肉を模倣したヒト型ロボットにお
いては、より自然で滑らかな動きと、触覚のような繊細なフィードバックを同時に実現
できます。また、リハビリテーション機器では、患者の動きや筋力をリアルタイムでモ
ニタリングしながら、最適なアシスト力を提供することが可能になります。さらに、ソ
フトロボットグリッパーは、果物のようなデリケートな物体を損傷なく把持するため
に、力の調整をより精密に行えるようになります。この技術は、高複雑性・高コストの
外部センサーを不要にし、ソフトロボットの設計を簡素化し、軽量化と低消費電力化に
貢献します。将来的には、この統合型人工筋肉は、ウェアラブルデバイス、医療診断、
探索ロボットなど、多岐にわたる分野で応用され、次世代の人間拡張技術や自律システ
ムの実現に不可欠な要素となることが期待されます。

元記事: https://www.labmate-online.com/news/news-and-views/5/breaking-news/advances-in-soft-

robotics-combine-movement-and-sensing-in-artificial-muscle/67537

収集日: 2026年05月30日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.labmate-online.com/news/news-and-views/5/breaking-news/advances-in-soft-robotics-combine-movement-and-sensing-in-artificial-muscle/67537
https://www.labmate-online.com/news/news-and-views/5/breaking-news/advances-in-soft-robotics-combine-movement-and-sensing-in-artificial-muscle/67537


メガライブラリが自律的材料発見を加速：ノースウェスタ
ン大学がAIデータ生成の新手法を提唱

概要

Chad Mirkin教授率いるノースウェスタン大学の研究チームは、高速材料プラットフォ
ームである「メガライブラリ」が、AI駆動の自律的発見に必要な膨大な高品質データ
を生成する上で、従来の自律走行型ラボよりも優位にあることを実証しました。メガ

ライブラリは、数百万の異なる材料候補を単一チップ上に同時に合成する技術で、新
材料の探索を劇的に加速します。このアプローチは、AIシステムのトレーニングに必
要な高品質データセットを生成し、従来の試行錯誤による方法では非現実的な規模で

化学的可能性を探求します。

公開日 2026年05月26日  Northwestern University (via News)  アメリカ



詳細

背景：AI時代の材料科学におけるデータ供給の課題

人工知能（AI）は、材料科学における新材料発見のプロセスを加速する強力なツールと
して期待されています。特に、AIが自律的に実験計画を立て、実行し、結果から学習す
る「自律走行型ラボ（Self-Driving Labs）」の概念は、研究開発のパラダイムを大きく
変える可能性を秘めています。しかし、これらのAIシステムが真に機能し、未知の領域
を探索するためには、膨大かつ高品質なデータセットが不可欠です。従来のラボスケー
ルでの実験では、AIを効率的にトレーニングするために必要な量のデータを、迅速かつ
網羅的に生成することがボトルネックとなっていました。材料組成、構造、特性の広大
な設計空間をカバーするデータを得るには、新たなアプローチが求められていました。

主要な進展：メガライブラリによるハイスループットデータ生成

ノースウェスタン大学のChad Mirkin教授率いる研究チームは、このデータ供給の課題
に対し、「メガライブラリ」というハイスループット材料プラットフォームが解決策と
なることを実証しました。メガライブラリ技術は、数百万もの異なる材料組成や構造の
候補を、一度に、単一の小さなチップ上で合成・評価することを可能にします。これに
より、従来の実験手法では物理的に不可能だった規模で、材料の組成空間を網羅的に探
索し、各材料候補の特性に関するデータを効率的に生成できます。この膨大なデータセ
ットは、AIシステムの機械学習モデルをトレーニングするために理想的な情報源となり
ます。研究チームは、メガライブラリが生成する高品質なデータが、AIが材料の複雑な
物理化学的法則を学習し、望ましい特性を持つ新材料を自律的に予測・設計するための
基盤となることを明らかにしました。これは、AIの能力を最大限に引き出すためのデー
タ生成戦略として、自律走行型ラボのアプローチを補完し、時には上回る可能性を示唆
しています。



技術的意義と今後の展望

メガライブラリ技術とAIの統合は、材料科学における発見の速度と効率を劇的に向上さ
せるものです。ハイスループットなデータ生成能力は、AIがより頑健で汎用性の高い材
料設計モデルを構築するための重要なインプットを提供します。これにより、高性能合
金、高効率触媒、次世代電子材料、革新的な医薬品など、様々な分野での新材料開発が
加速されるでしょう。特に、これまで発見が困難だった複雑な多成分系材料や、予期せ
ぬ機能を持つ材料の探索において、AIとメガライブラリの組み合わせは強力なツールと
なります。このアプローチは、材料科学者が物理的な実験と計算科学、そしてAIの知見
を融合させながら、より迅速かつ合理的に材料を設計する新しい研究パラダイムを確立
し、産業界における製品開発サイクルの短縮にも貢献することが期待されます。将来的
には、メガライブラリと自律型AIシステムの連携がさらに進化し、人間の介入なしに完
全に新しい材料を設計・合成・評価する真の「自律的発見」が実現する可能性がありま
す。

元記事: https://www.mccormick.northwestern.edu/news/articles/2026/05/megalibraries-in-pole-

position-for-autonomous-discovery-over-self-driving-labs/

収集日: 2026年05月30日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mccormick.northwestern.edu/news/articles/2026/05/megalibraries-in-pole-position-for-autonomous-discovery-over-self-driving-labs/
https://www.mccormick.northwestern.edu/news/articles/2026/05/megalibraries-in-pole-position-for-autonomous-discovery-over-self-driving-labs/


富士フイルム、先端パッケージング研究成果とPFASフリ
ーPBOをECTC 2026で発表

概要

富士フイルムは、2026年5月26日から29日に開催されるECTC 2026で、最新の先端パッ
ケージング研究成果を発表するとともに、ZEMATES™製品ラインからPFASフリーの
PBO（ポリベンゾオキサゾール）材料を展示します。ZEMATES™は、パワー半導体か

ら高性能AI半導体まで、幅広い半導体パッケージングプロセスで絶縁層として使用さ
れる感光性絶縁材料です。同社は、環境規制と顧客からのPFASフリー材料への高まる
需要に応えるため、PFAS含有原材料に依存しないPBO配合を開発しました。

公開日 2026年05月26日  Business Wire  日本



詳細

背景：半導体パッケージングの進化とPFAS規制の動向

現代の半導体デバイスは、より高性能、高集積、低消費電力を追求しており、これを実
現するためには高度なパッケージング技術が不可欠です。特に、チップ間の配線を保護
し、電気的絶縁性を提供する絶縁材料は、デバイスの信頼性と性能に直接影響します。
これまで多くの半導体材料で利用されてきたPFAS（ペルフルオロアルキルおよびポリフ
ルオロアルキル物質）は、その優れた電気的・熱的特性から広く使用されてきました
が、環境への長期的な残留性と健康への懸念から、世界的に規制が強化され、PFASフリ
ー材料への移行が急務となっています。

主要な内容：富士フイルムのPFASフリーPBO「ZEMATES™」

富士フイルムは、2026年5月26日から29日にフロリダ州オーランドで開催される電子部
品技術カンファレンス（ECTC 2026）において、半導体向け先端パッケージングに関す
る最新の研究成果を発表するとともに、同社の主力製品であるZEMATES™ラインから
「PFASフリーPBO（ポリベンゾオキサゾール）」を展示することを発表しました。
ZEMATES™シリーズは、パワー半導体から高性能AI半導体に至るまで、幅広い半導体パ
ッケージングプロセスにおいて絶縁層材料として使用される感光性絶縁材料で構成され
ています。富士フイルムは、この度、PFAS含有原材料に一切依存しない独自のPBO配合
を開発しました。これは、高まる環境規制への対応と、顧客からのPFASフリー材料への
強い要望に応えるための重要な戦略的取り組みです。新しいPFASフリーPBOは、従来の
PBOが持つ優れた電気特性、熱安定性、機械的強度を維持しつつ、環境負荷の低減を実
現します。



技術的意義と今後の展望

富士フイルムによるPFASフリーPBOの開発は、半導体業界における環境負荷低減とサプ
ライチェーンの持続可能性向上に大きく貢献します。この技術は、半導体メーカーが環
境規制に対応しつつ、高性能な次世代デバイスを開発するための重要なソリューション
を提供します。PFASフリー材料への移行は、単なる規制遵守だけでなく、企業のブラン
ド価値向上や消費者からの信頼獲得にも繋がります。将来的には、このPFASフリー技術
が幅広い半導体材料に適用されることで、業界全体の環境フットプリントが大幅に削減
されることが期待されます。富士フイルムは、材料技術の革新を通じて、持続可能な社
会と高性能エレクトロニクスの両立に貢献していくことでしょう。

元記事: https://www.businesswire.com/news/home/20260522225282/en/Fujifilm-Presents-Latest-

Advanced-Packaging-Research-Results-and-Will-Introduce-PFAS-Free-PBO-at-ECTC-2026

収集日: 2026年05月30日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.businesswire.com/news/home/20260522225282/en/Fujifilm-Presents-Latest-Advanced-Packaging-Research-Results-and-Will-Introduce-PFAS-Free-PBO-at-ECTC-2026
https://www.businesswire.com/news/home/20260522225282/en/Fujifilm-Presents-Latest-Advanced-Packaging-Research-Results-and-Will-Introduce-PFAS-Free-PBO-at-ECTC-2026


インド工科大学ジョードプル校、未来の「驚異の材料」ボ
ロフェンを原子レベルで構築

概要

インド工科大学ジョードプル校（IIT Jodhpur）の研究者たちは、原子スケールで先進
材料を設計し、材料科学の未来を再定義しています。彼らのNanoSense Labは、世界
で最も軽量で有望な二次元（2D）材料の一つであるボロフェンに関する研究で注目を

集めています。ボロフェンは、高性能バッテリーやスーパーキャパシタから先進的な
ガスセンサー、ナノエレクトロニクスまで幅広い応用が期待されており、特に超高速
エネルギー貯蔵デバイスにとって非常に魅力的です。

公開日 2026年05月25日  Press Information Bureau  インド



詳細

背景：二次元材料のフロンティアとボロフェンの潜在能力

グラフェンの発見以来、二次元（2D）材料は材料科学に革命をもたらし、エレクトロニ
クス、エネルギー、センサー分野における新たな可能性を切り開いてきました。これら
の材料は、原子レベルの薄さからくる特異な物理的・化学的特性を持ち、従来のバルク
材料では達成できない機能を発揮します。中でも「ボロフェン」は、ホウ素原子のみで
構成される2D材料であり、その多様な原子配置と電子構造から、グラフェンをも超える
高い導電性、機械的強度、優れた触媒活性など、極めてユニークな特性を持つことが理
論的に予測されています。しかし、その安定的な合成と特性評価は大きな課題であり、
実用化にはさらなる研究が必要とされていました。

主要な進展：IITジョードプル校によるボロフェン研究

インド工科大学ジョードプル校（IIT Jodhpur）のNanoSense Labの研究者たちは、原子
スケールでの材料設計と合成において画期的な進歩を遂げ、材料科学の未来を再定義し
ようとしています。彼らは、特にボロフェンの研究に注力しており、この「驚異の材
料」を原子から構築する技術を探求しています。研究チームは、超高真空環境下での堆
積技術や、計算科学に基づいた結晶成長シミュレーションを駆使することで、単層およ
び数層のボロフェンを安定的に成長させることに成功しました。これにより、ボロフェ
ン固有の電子構造や機械的特性を詳細に解明し、理論予測が正しかったことを実験的に
裏付けています。彼らの研究は、ボロフェンが持つ多様な応用可能性、特に超高速エネ
ルギー貯蔵デバイスとしての潜在能力を強く示唆しています。

技術的意義と今後の展望

IITジョードプル校のボロフェンに関する研究は、次世代機能性材料の開発において極め
て重要な意義を持ちます。ボロフェンは、その高い導電性と大きな表面積、そしてホウ
素原子の豊富な結合多様性から、以下のような幅広い応用が期待されます。

**高性能バッテリー・スーパーキャパシタ**: 超高速での充放電能力と高エネルギー
密度を実現し、電気自動車や携帯型電子機器の性能を劇的に向上させます。

**先進的なガスセンサー**: 極めて低い濃度で特定のガス分子を検出し、環境モニタ
リングや医療診断に貢献します。

**ナノエレクトロニクス**: グラフェンに代わる超小型・高速トランジスタやフレキ
シブル回路の基盤材料となります。



**自己発光路面**: ホウ素特有の光学的特性を活かし、夜間の視認性を向上させる新
たな材料としての可能性も示唆されています。

この研究は、ボロフェンの合成技術と基礎物性の理解を深め、これらの革新的な応用を
現実のものとするための強力な基盤を築きます。将来的には、ボロフェンを用いたプロ
トタイプデバイスの開発が進み、材料科学、エレクトロニクス、エネルギー分野におけ
るブレークスルーが加速されることが期待されます。

元記事: https://www.pib.gov.in/PressReleasePage.aspx?PRID=2265027

収集日: 2026年05月30日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.pib.gov.in/PressReleasePage.aspx?PRID=2265027


NANOSFUNグループ、脳疾患治療・エネルギー効率デバ
イス向け分子ナノ構造を開発

概要

NANOSFUN (Nanostructured Functional Materials group) は、自然から着想を得た特性
と外部刺激に対するスマートな応答を持つ分子ナノ構造の開発を目指しています。彼
らの研究は、脳疾患治療および再生医療のためのナノスケール機能性ポリマーや、エ

ネルギー効率の高いデバイス向けの発色性・発光性ナノ材料に焦点を当てています。
Dr. Claudio Rosciniは第1回SustainableNano会議で発表を行い、社会科学活動も積極的
に展開しています。

公開日 2026年05月22日  NANOSFUN (UAB)  スペイン



詳細

背景：ナノテクノロジーが拓く新機能材料への期待

ナノスケールで材料を制御するナノテクノロジーは、従来の材料では不可能だった新し
い機能や特性を生み出す可能性を秘めています。特に、生体模倣（バイオインスパイア
ード）的なアプローチや、外部刺激に応答して特性を変化させる「スマート」な応答性
を持つ機能性ナノ材料は、医療、エネルギー、環境分野での革新を牽引すると期待され
ています。しかし、これらの材料を効率的に設計・合成し、その機能を精密に制御する
には、分子レベルでの深い理解と高度な技術が必要です。

主要な内容：NANOSFUNグループの多角的な研究活動

スペインのバルセロナ自治大学（UAB）を拠点とするNANOSFUN（Nanostructured

Functional Materials group）は、この分野のフロンティアを切り開く研究グループで
す。彼らの主要な研究目標は、自然界から着想を得た特性と、熱、光、電場などの外部
刺激に対してスマートに応答する分子ナノ構造を開発することです。具体的には、以下
の二つの主要な研究ラインに注力しています。

**脳疾患治療および再生医療のためのナノスケール機能性ポリマー**: 脳特有の複雑
な環境に対応し、薬物送達、細胞成長の足場、神経再生の促進などに貢献する生体適
合性ポリマー材料を開発しています。これには、特定の細胞応答を誘発する生体活性
分子を組み込んだり、病変部位に選択的に作用するスマートな応答性を持たせたりす
る技術が含まれます。

**エネルギー効率の高いデバイス向けの発色性および発光性ナノ材料**: 色の変化
（発色性）や光の放出（発光性）を制御できるナノ材料は、スマートウィンドウ、高
効率LED、センサー、ディスプレイなど、省エネルギーデバイスへの応用が期待され
ています。NANOSFUNは、これらの材料の合成、特性評価、デバイスへの統合を進
め、エネルギー変換効率の向上と持続可能な技術の実現を目指しています。

また、Dr. Claudio Rosciniが第1回SustainableNano会議でグループの研究成果を発表する
など、学術コミュニティへの貢献も積極的に行っています。



技術的意義と今後の展望

NANOSFUNグループの研究は、単に新しい材料を合成するだけでなく、分子レベルで
の設計原理と機能発現メカニズムの解明に深く貢献しています。これにより、特定の医
療ニーズ（例：脳腫瘍の標的治療）やエネルギー問題（例：太陽光発電の効率向上）に
対応する、テーラーメイドのソリューション開発が可能になります。特に、生体模倣ア
プローチとスマート応答性の融合は、これからの機能性材料の主流となるでしょう。将
来的には、彼らの研究は、疾患治療の新たなパラダイムを創出し、エネルギー消費を劇
的に削減する次世代デバイスの実現に不可欠な基盤を提供することが期待されます。ま
た、社会科学活動への積極的な参加は、技術が社会に与える影響や倫理的側面について
も考慮し、持続可能なナノテクノロジーの発展に貢献するものです。

元記事: https://nanosfun.com/

収集日: 2026年05月30日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://nanosfun.com/


米空軍・宇宙軍向けセラミック材料研究：
AeroVironmentが2000万ドルの契約を獲得

概要

AeroVironmentは、米空軍研究試験所（AFRL）の材料製造部門から、次世代セラミッ
クおよびセラミックマトリックス複合材料（CMC）の研究を進めるための2000万ドル
の契約を獲得しました。この39ヶ月の契約は、極限的な航空宇宙および防衛アプリケ

ーション向けの高熱材料と製造プロセスの開発を加速することを目的としています。
先進的な積層造形、3Dプリント、センサー統合技術を適用し、軽量で熱に強い構造物
を作成します。

公開日 2026年05月28日  AeroVironment  アメリカ



詳細

背景：極限環境向け高性能材料の需要

航空宇宙および防衛分野では、超音速飛行、再突入、宇宙空間といった極限的な高温環
境に耐えうる高性能材料が不可欠です。特に、航空機エンジンの部品、極超音速兵器の
熱シールド、宇宙船の構造部材などには、軽量でありながら高い強度と耐熱性を兼ね備
えた材料が求められます。セラミック材料やセラミックマトリックス複合材料（CMC）
は、その優れた耐熱性と耐腐食性から有望視されていますが、製造の複雑性、脆性、コ
ストなどの課題があり、さらなる研究開発が必要です。米国の国防戦略においても、国
内での先端材料開発能力の強化は喫緊の課題とされています。

主要な進展：AeroVironmentによる次世代セラミック材料研究契約

カリフォルニア州に本社を置くAeroVironment社は、米空軍研究試験所（AFRL）の材料
製造部門から、次世代セラミックおよびセラミックマトリックス複合材料（CMC）の研
究開発を進めるための総額2000万ドルの契約を獲得したことを発表しました。この39ヶ
月にわたる契約は、極限的な航空宇宙および防衛アプリケーション、例えば極超音速環
境で使用される高熱材料と、それらの製造プロセスの開発を加速することを明確な目標
としています。AeroVironmentは、このプロジェクトにおいて、先進的な積層造形
（Additive Manufacturing）、3Dプリント技術、そしてセンサー統合技術を積極的に適
用します。これらの技術を用いることで、軽量でありながら比類のない耐熱性と構造的
完全性を持つ部品や構造物の作成を目指します。



技術的意義と今後の展望

この契約は、米国の国防能力を向上させる上で極めて重要な意味を持ちます。
AeroVironmentが開発する高耐熱性セラミック材料およびCMCは、次世代の航空機、ミ
サイル、宇宙船の性能を大幅に向上させる可能性を秘めています。積層造形や3Dプリン
ト技術の活用は、複雑な形状の部品を迅速かつ効率的に製造することを可能にし、設計
の自由度を高めます。また、センサー統合技術は、材料のリアルタイムな状態監視を可
能にし、安全性と信頼性の向上に貢献します。これにより、極限環境下での運用寿命の
延長や、より予測可能な材料挙動が期待されます。将来的には、これらの技術は民間航
空宇宙産業やその他の高温産業にも応用され、高性能材料の新たな標準を確立すること
になるでしょう。国内での先端材料サプライチェーンの強化にも繋がり、国家安全保障
と経済的自立に貢献することが期待されます。

元記事: https://www.avinc.com/2026/05/28/av-awarded-20-million-contract-to-advance-ceramic-

materials-research-for-the-u-s-air-force-and-space-force/

収集日: 2026年05月30日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.avinc.com/2026/05/28/av-awarded-20-million-contract-to-advance-ceramic-materials-research-for-the-u-s-air-force-and-space-force/
https://www.avinc.com/2026/05/28/av-awarded-20-million-contract-to-advance-ceramic-materials-research-for-the-u-s-air-force-and-space-force/


アルゴンヌ国立研究所、触媒発見加速プロジェクトを主
導：ARPA-Eが280万ドルを助成

概要

米国エネルギー省アルゴンヌ国立研究所は、触媒発見を加速するための「Accelerated

Catalyst Design Foundry (ACDF)」プロジェクトを主導するため、ARPA-Eから277万ド
ルの助成金を獲得しました。ACDFは、AI、自律型ラボ、迅速なテスト、パイロットス

ケールの評価を組み合わせ、新しい産業用触媒の発見と商業化にかかる時間を15～20

年から5年未満に短縮することを目指しています。このプロジェクトは特に、廃棄物か
らメタノールやエタノールなどの有用な製品を製造する触媒の開発に焦点を当ててい

ます。

公開日 2026年05月28日  Argonne National Laboratory  アメリカ



詳細

背景：産業用触媒開発の遅延と環境課題

現代の産業プロセスにおいて、触媒は化学反応の効率化、エネルギー消費の削減、環境
負荷の低減に不可欠な役割を担っています。しかし、新しい産業用触媒の発見から商業
化に至るまでのプロセスは、通常15年から20年という長い期間を要し、これは多くの技
術革新のボトルネックとなっています。特に、持続可能な社会の実現に向けて、廃棄物
（例：二酸化炭素、バイオマス由来の化合物）から高付加価値製品（例：メタノール、
エタノール）を効率的に製造できる触媒の開発は、喫緊の課題とされています。従来の
触媒開発は、試行錯誤に依存する部分が多く、膨大な時間と資源を消費していました。

主要な進展：ACDFプロジェクトによるAI・自律ラボ統合型触媒発見

米国エネルギー省アルゴンヌ国立研究所は、この長年の課題に対処するため、ARPA-E

（Advanced Research Projects Agency-Energy）から 277万ドルの資金を獲得し、
「Accelerated Catalyst Design Foundry (ACDF)」プロジェクトを主導することを発表し
ました。ACDFプロジェクトは、最先端の技術を統合することで、触媒発見プロセスを
劇的に加速することを目指しています。その中核となる要素は以下の通りです。

**人工知能（AI）**: 膨大な実験データやシミュレーション結果からパターンを抽出
し、新たな触媒候補を効率的に予測します。

**自律型ラボ**: ロボット技術と自動化された実験装置を組み合わせ、AIが提案した
実験を人間の介入なしに高速で実行し、データ収集を行います。

**迅速なテストとパイロットスケールの評価**: 開発された触媒候補を、ラボスケー
ルだけでなく、より実践的なパイロットスケールで迅速に性能評価します。これによ
り、商業化に向けたスケールアップの課題を早期に特定・解決できます。

この統合されたアプローチにより、ACDFは新しい産業用触媒の発見から商業化までの
期間を、これまでの15～20年から5年未満へと大幅に短縮することを目指しています。
初期段階では、廃棄物（例：工場排出ガス中のCO2、農業廃棄物）からメタノールやエ
タノールなどの有用な化学製品を合成する触媒の開発に重点が置かれます。



技術的意義と今後の展望

ACDFプロジェクトは、触媒科学における研究開発のパラダイムを根本的に変革する可
能性を秘めています。AIと自律型ラボの統合は、触媒の設計空間をこれまで以上に迅速
かつ網羅的に探索することを可能にし、より高性能で持続可能な触媒の発見を加速しま
す。この技術は、化学産業におけるエネルギー効率の向上、温室効果ガス排出量の削
減、そして廃棄物の有効活用というグローバルな課題解決に大きく貢献するでしょう。
特に、廃棄物由来の化学製品製造技術は、循環型経済の実現に向けた重要なステップと
なります。将来的には、ACDFで培われた知見と技術が、製薬、材料科学、環境浄化な
ど、様々な分野での触媒開発に応用され、広範な産業におけるイノベーションを推進す
ることが期待されます。このプロジェクトは、AIと自動化が科学的発見をいかに加速で
きるかを示す強力な事例となるでしょう。

元記事: https://www.anl.gov/article/argonne-to-lead-28m-project-to-accelerate-catalyst-discovery

収集日: 2026年05月30日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.anl.gov/article/argonne-to-lead-28m-project-to-accelerate-catalyst-discovery


バルク液晶エラストマーの制約のない自己形状変化：新し
い3Dディレクター場を研究

概要

このarXivプレプリントでは、液体結晶エラストマー（LCE）のバルク材料における自
己形状変化を、幾何学的フラストレーションなしに実現する3Dディレクター場のファ
ミリについて研究しています。これまでの研究が薄いLCEシートの形状変化に焦点を当

てていたのに対し、本研究はバルクLCEへの幾何学的アプローチを拡張。リッチ曲率を
調べることで、応力のない、フラストレーションのない変形を受けるために必要な3次
元ネマティックディレクター場の最小限の条件を定式化しています。

公開日 2026年05月24日  arXiv  国際



詳細

背景：液晶エラストマーの形状変化とその幾何学的制約

液晶エラストマー（LCE）は、熱、光、電場などの外部刺激に応答して大きく可逆的に
形状を変化させる「スマート材料」として、ソフトロボティクス、人工筋肉、自己折り
たたみ構造など、多岐にわたる応用が期待されています。LCEの形状変化は、内部の液
晶分子（メソゲン）の配向変化に起因しますが、特にバルク（立体的な厚みのある）
LCEにおいては、複雑な3次元形状への変化を実現する際に、材料内部に応力や歪みが蓄
積されやすいという課題（幾何学的フラストレーション）がありました。これは、LCE

の自由な形状変化を妨げ、性能を制限する要因となっていました。従来のほとんどの研
究は、比較的簡単に形状変化を制御できる薄いLCEシートに焦点を当てていました。

主要な内容：制約のない形状変化のための3Dディレクター場の定式化

このarXivプレプリントに掲載された研究では、バルク液晶エラストマーにおける「制約
のない自己形状変化」を可能にするための新しい幾何学的アプローチが探求されていま
す。研究チームは、LCEの内部における液晶分子の配向パターンを示す「ディレクター
場」が、材料の形状変化にどのように影響するかを詳細に分析しました。彼らは、LCE

が内部に応力を蓄積することなく、望ましい3次元形状へと自己形状変化するための理
想的なディレクター場（3Dネマティックディレクター場）のファミリを特定しました。
特に、リーマン幾何学の概念である「リッチ曲率（Ricci curvature）」を調べることに
より、応力のない、つまり幾何学的フラストレーションのない変形を受けるために、3

次元ネマティックディレクター場が満たすべき最小限の数学的条件を初めて明確に定式
化しました。これにより、材料内部の配向を精密に設計することで、外部からの制約な
く、自由な形状変化を実現するための理論的基盤が構築されました。



技術的意義と今後の展望

この研究は、バルク液晶エラストマーの設計と応用において画期的な進歩をもたらしま
す。幾何学的フラストレーションを回避するディレクター場の設計原理が確立されたこ
とで、ソフトロボットや人工筋肉は、より複雑で自然な動きを、高い効率と耐久性で実
現できるようになります。例えば、より複雑な曲げ、ねじれ、伸長を組み合わせた多自
由度のアクチュエータや、自己組織化によって特定の三次元構造を形成するスマート構
造物の開発が加速されるでしょう。この理論的枠組みは、LCEの設計最適化に直接応用
可能であり、材料の潜在能力を最大限に引き出すための重要な指針となります。将来的
には、この知見を基盤として、医療機器（例：埋め込み型ソフトロボット）、ウェアラ
ブルデバイス、スマートテキスタイル、あるいは動的に変化する建築材料など、これま
でにない機能を持つ多様な次世代スマート材料の創出が期待されます。応力蓄積の少な
い変形は、材料の寿命延長にも寄与し、実用化に向けた重要な一歩となります。

元記事: https://arxiv.org/html/2605.25187v1

収集日: 2026年05月30日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://arxiv.org/html/2605.25187v1


水中ロボットエンドエフェクタの最適化：ハルビン工程大
学がソフトロボティクスを応用

概要

ハルビン工程大学の研究は、水中でのマニピュレーション作業に特化した柔軟な材料
と空気圧作動システムを利用するソフトロボティクス技術に焦点を当てています。彼
らのエンドエフェクタは、冷たい水中環境でも柔軟性と応答性を維持する形状記憶合

金（SMA）と電歪ポリマー（EAP）を採用。これらのシステムは、エンドエフェクタ
表面全体に触覚フィードバックを提供する分散型センシングネットワークを組み込ん
でおり、海洋標本やデリケートな水中構造物の穏やかな取り扱いを可能にします。

公開日 2026年05月25日  PatSnap Eureka (Harbin Engineering University)  中国



詳細

背景：過酷な水中環境におけるロボット操作の課題

海洋探査、水中インフラ保守、生物学的標本採取など、水中での作業は多岐にわたりま
す。しかし、冷たい水圧、限られた視界、通信の困難さなど、過酷な水中環境はロボッ
トによる精密なマニピュレーションを極めて困難にします。特に、繊細な海洋生物や壊
れやすい水中構造物を取り扱う場合、剛性の高い従来型ロボットアームでは損傷を与え
るリスクが高く、柔軟かつ正確な力制御が可能なエンドエフェクタの開発が喫緊の課題
となっていました。

主要な進展：ソフトロボティクスとスマート材料による水中エンドエフェクタ

中国のハルビン工程大学の研究チームは、水中マニピュレーションに特化した革新的な
ソフトロボティクス技術を開発しました。彼らの研究の核となるのは、柔軟な材料と空
気圧作動システムを組み合わせたエンドエフェクタです。このエンドエフェクタには、
スマート材料である形状記憶合金（SMA）と電歪ポリマー（EAP）が組み込まれていま
す。SMAは、温度変化に応じて形状を記憶し、復元する特性を持ち、水中での作動にお
いて信頼性の高い動きを実現します。一方、EAPは、電気刺激によって大きく変形する
「人工筋肉」として機能し、繊細な把持力調整に貢献します。これらの材料の組み合わ
せにより、エンドエフェクタは冷たい水中環境下でもその柔軟性と迅速な応答性を維持
することが可能です。



技術的意義と今後の展望

さらに、このエンドエフェクタは、その表面全体に分散型センシングネットワークを組
み込んでいる点が画期的です。このネットワークは、エンドエフェクタが物体に接触し
た際の圧力や歪みをリアルタイムで感知し、触覚のようなフィードバックをロボット制
御システムに提供します。これにより、ロボットは把持している物体の硬さや形状を推
定し、それに合わせて把持力を自動調整する「器用さ」を獲得します。この技術は、特
に海洋生物学者によるデリケートな海洋標本の採取や、水中考古学における壊れやすい
遺物の取り扱いなど、精密かつ穏やかな操作が求められる分野で大きな利点をもたらし
ます。将来的には、この水中ソフトロボットエンドエフェクタ技術は、深海探査、海底
ケーブル敷設・保守、水中資源採掘、さらには水中災害対応ロボットなど、幅広い水中
応用において革新的なソリューションを提供し、海洋科学と工学の発展に大きく貢献す
ることが期待されます。

元記事: https://eureka.patsnap.com/report-optimizing-robotic-end-effectors-for-underwater-use-cases

収集日: 2026年05月30日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://eureka.patsnap.com/report-optimizing-robotic-end-effectors-for-underwater-use-cases


SnS2へのデュアルイオン置換が超低熱伝導率を実現：熱
電材料の性能向上へ

概要

この第一原理研究は、SnS2（二硫化スズ）におけるデュアルイオン置換が、格子軟化
とアニオン二量化を引き起こし、結果として超低熱伝導率につながることを示してい
ます。この現象は、主に質量および結合の違いによるフォノン散乱の増加に起因して

おり、熱電材料の性能向上に役立つガイダンスを提供します。このような材料は、廃
熱回収やエネルギー変換技術への応用が期待される高効率熱電材料の設計において有
望な候補です。

公開日 2026年05月22日  ACS Publications  アメリカ



詳細

背景：熱電材料の重要性と熱伝導率の課題

熱電材料は、温度差を直接電気エネルギーに変換したり、その逆を行ったりする能力を
持ち、廃熱回収、固体冷却、センサーなどの分野でクリーンエネルギー技術として注目
されています。熱電材料の性能を示す重要な指標の一つが「無次元性能指数ZT」であ
り、これを最大化するためには、高い電気伝導率と低い熱伝導率を両立させることが理
想的です。特に、熱伝導率を低減することは、材料中の熱の流れを抑制し、温度差を効
率的に利用するために不可欠です。しかし、電気伝導率と熱伝導率はしばしば相関関係
にあるため、両者を同時に最適化することは材料設計における大きな課題でした。

主要な内容：SnS2におけるデュアルイオン置換と超低熱伝導率

このACS Publicationsに掲載された第一原理研究では、二硫化スズ（SnS2）という層状
構造を持つ半導体材料に焦点を当て、その熱電特性を改善するための新しい戦略が探求
されました。研究チームは、SnS2の結晶格子に2種類の異なるイオンを同時に置換する
「デュアルイオン置換」というアプローチを採用しました。理論計算とシミュレーショ
ンの結果、このデュアルイオン置換が材料の格子構造に顕著な変化をもたらすことが明
らかになりました。

**格子軟化**: 置換されたイオンが周囲の原子との結合に不均一性を生じさせ、結晶
格子全体の硬さを低下させます。これにより、格子振動（フォノン）の伝播が阻害さ
れます。

**アニオン二量化**: 特定の条件でアニオン（負に帯電したイオン）がペアを形成
し、局所的な構造歪みや不規則性を引き起こします。これもまた、フォノンの散乱を
効果的に増加させます。

これらの効果が相乗的に作用することで、SnS2の熱伝導率は劇的に低下し、これまで達
成が困難だった「超低熱伝導率」を実現できることが示されました。この熱伝導率の低
下は、主に置換によって生じる原子の質量差と結合の乱れが、フォノンの散乱を大きく
増加させることに起因しています。



技術的意義と今後の展望

この研究成果は、高効率な熱電材料の設計原理に新たな道を開くものです。デュアルイ
オン置換による格子軟化とアニオン二量化というメカニズムの解明は、熱伝導率を低減
しつつ電気的特性を維持するための具体的な設計指針を提供します。この知見は、SnS2

だけでなく、他の層状化合物や半導体材料における熱電性能の最適化にも応用できる可
能性があります。超低熱伝導率を持つ材料は、以下のような分野で大きなインパクトを
もたらします。

**廃熱回収システム**: 工場や自動車から排出される未利用の熱エネルギーを効率的
に電力に変換し、エネルギー効率を向上させます。

**エネルギー変換技術**: 高効率な熱電発電デバイスの実現により、再生可能エネル
ギー源の活用を拡大します。

**固体冷却デバイス**: フロンなどの冷媒を使用しない、環境に優しい冷却技術に応
用されます。

将来的には、この研究で示された設計原理を基盤として、より高性能で実用的な熱電材
料の開発が加速され、持続可能なエネルギー社会の実現に貢献することが期待されま
す。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsaem.6c01045

収集日: 2026年05月30日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsaem.6c01045


水溶性POSSがVOCフリー水性コーティングの多スケール
強化を実現

概要

このプレプリントでは、水溶性アミン官能化ポリヘドラルオリゴマーシルセスキオキ
サン（NPOSS）が、エポキシ官能化コアシェル微小球のラテックスにおいて、同時凝
集と架橋を促進することが報告されています。NPOSSは、ラテックス粒子を一時的に

可塑化して凝集を促進しつつ、架橋前に粒子間拡散を可能にする適度な反応速度を示
します。このプロセスにより、分子スケールの共有結合ネットワーク、ナノスケール
の化学的不均一性、マイクロメートルスケールの組成均一性からなる多層強化構造が

実現され、VOCフリー水性熱硬化性コーティングに応用可能です。

公開日 2026年05月26日  ChemRxiv  国際



詳細

背景：高性能VOCフリー水性コーティングへの需要

現代社会では、環境規制の強化と持続可能性への意識の高まりから、揮発性有機化合物
（VOC）を排出しない環境に優しいコーティング材料への需要が急増しています。特に
建築、自動車、電子機器などの分野では、優れた機械的強度、耐薬品性、耐久性を持ち
ながら、VOCフリーである水性コーティングが求められています。しかし、高性能な水
性熱硬化性コーティングを開発する際には、ラテックス粒子の凝集と架橋を適切に制御
し、均一で強靭な塗膜を形成することが技術的な課題となっていました。特に、分子ス
ケールからマイクロメートルスケールにわたる多層的な強化構造を一度に構築すること
は困難でした。

主要な内容：水溶性NPOSSによる同時凝集・架橋プロセス

このChemRxivに発表されたプレプリントでは、水溶性アミン官能化ポリヘドラルオリ
ゴマーシルセスキオキサン（NPOSS）をキーコンポーネントとして用いることで、エポ
キシ官能化コアシェル微小球のラテックスにおいて、凝集と架橋を同時に、かつ制御さ
れた形で促進する画期的なプロセスが報告されています。NPOSSは、その水溶性とアミ
ン官能基の適度な反応性により、以下のような独特の機能を発揮します。

**一時的な可塑化と凝集促進**: NPOSSは、ラテックス粒子に一時的に可塑剤として
作用し、粒子表面の柔軟性を高めます。これにより、塗布後の水分の蒸発に伴って、
粒子同士がより密接に接触し、効率的な凝集（合体）が促進されます。

**架橋前の粒子間拡散**: NPOSSは、粒子が完全に架橋する前に、粒子間の界面で十
分に拡散する時間を与えます。これは、異なる粒子由来のポリマー鎖が互いに絡み合
い、より均一で強靭なネットワークを形成するために不可欠です。

**多スケール強化構造の構築**: NPOSSの導入により、最終的なコーティング膜は、
分子スケールの共有結合ネットワーク、ナノスケールの化学的不均一性（NPOSSと
ポリマーのミクロ相分離）、そしてマイクロメートルスケールの組成均一性（均一な
ラテックス凝集）という、複数のスケールで強化された独自の構造を持つことが確認
されました。

このプロセスは、VOCを全く含まない水性システムで実現されており、環境負荷の低減
に大きく貢献します。



技術的意義と今後の展望

この水溶性NPOSSを用いた同時凝集・架橋プロセスは、高性能VOCフリー水性熱硬化性
コーティングの開発に新たな方向性を示します。多スケールで制御された強化構造を持
つ塗膜は、これまでにない機械的強度、耐摩耗性、耐久性を実現し、幅広い応用分野で
の性能向上に貢献するでしょう。特に、以下のような応用が期待されます。

**自動車用コーティング**: 耐擦傷性や耐候性に優れた、環境負荷の低い塗膜。

**工業用保護コーティング**: 厳しい環境下での機器や構造物の保護。

**電子部品用絶縁コーティング**: 高信頼性で環境に優しい電子部品の実現。

この技術は、材料設計における分子レベルの精密な制御と、環境に配慮した持続可能な
製造プロセスの両立を示す好例です。将来的には、NPOSSのような多機能性ハイブリッ
ド材料が、次世代の環境対応型高性能材料開発の鍵となることが期待されます。

元記事: https://chemrxiv.org/doi/10.26434/chemrxiv.15003850

収集日: 2026年05月30日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://chemrxiv.org/doi/10.26434/chemrxiv.15003850


コンパクト空間向けロボットエンドエフェクタ：折りたた
み式と剛性式の比較

概要

この記事では、コンパクトな空間での使用を想定したロボットエンドエフェクタにつ
いて、折りたたみ可能なアプローチと剛性のあるアプローチを比較しています。形状
記憶合金（SMA）や先進ポリマー複合材料といったスマート材料の進歩により、折り

たたみ可能なメカニズムが大幅に強化されました。特にニッケルチタン合金ベースの
アクチュエータは、熱活性化によって剛性状態と柔軟性状態を切り替えることがで
き、コンパクトな用途で優れた性能を発揮します。

公開日 2026年05月25日  PatSnap Eureka  国際



詳細

背景：限られた空間でのロボット作業とエンドエフェクタの設計課題

宇宙探査、医療手術、精密検査、災害対応など、限られた狭い空間でのロボット作業
は、ますますその重要性を増しています。これらのアプリケーションにおいて、ロボッ
トのエンドエフェクタ（アームの先端部）には、作業空間へのアクセス性、精密な操作
性、そして頑丈さが同時に求められます。しかし、剛性のあるエンドエフェクタは、そ
の形状が固定されているため、狭い通路を通過したり、複雑な障害物を回避したりする
能力に限界があります。一方で、完全に柔軟なエンドエフェクタは、操作性が低下した
り、必要な把持力を発揮できなかったりする課題がありました。このトレードオフを克
服し、限られた空間で効率的に機能するエンドエフェクタの開発が、長年の課題となっ
ていました。

主要な内容：スマート材料による折りたたみ式エンドエフェクタの進化

この記事は、コンパクト空間でのロボットエンドエフェクタについて、大きく分けて二
つのアプローチを比較検討しています。一つは従来の「剛性のある」エンドエフェク
タ、もう一つは近年注目を集める「折りたたみ可能な」エンドエフェクタです。折りた
たみ可能なメカニズムの発展は、形状記憶合金（SMA）や先進ポリマー複合材料といっ
たスマート材料の飛躍的な進歩によって大きく推進されてきました。

**形状記憶合金（SMA）の活用**: 特にニッケルチタン合金（NiTi）ベースのアクチュ
エータは、熱活性化によって物理的な状態を「剛性」と「柔軟性」の間で切り替える
ことが可能です。これにより、エンドエフェクタは狭い空間では柔軟に折りたたまれ
て侵入し、作業位置に到達すると剛性を回復して精密な作業を行うことができます。
この特性は、従来の一体型剛性構造では不可能だった柔軟性と操作性の両立を可能に
します。

**先進ポリマー複合材料**: 軽量で高い強度を持つこれらの材料は、折りたたみ機構
の構造部品として利用され、エンドエフェクタ全体の軽量化と耐久性向上に貢献しま
す。

これらのスマート材料の導入により、折りたたみ式エンドエフェクタは、コンパクトな
用途において、アクセス性と操作性の両方で優れた性能を発揮できるようになっていま
す。



技術的意義と今後の展望

折りたたみ可能なロボットエンドエフェクタは、極限環境や閉鎖空間での作業能力を劇
的に向上させる技術として大きな意義を持ちます。これにより、以下のような分野で新
たな可能性が開かれます。

**医療**: 低侵襲手術のための小型で柔軟な内視鏡や手術器具。

**検査・保守**: 航空機のエンジン内部やインフラの狭い亀裂内部を検査するロボッ
ト。

**宇宙探査**: 限られたペイロードと展開スペースを持つ宇宙船向けのアーム。

**災害対応**: 瓦礫の隙間を通り抜けて探索・救助を行うロボット。

今後は、応答速度のさらなる向上、エネルギー効率の改善、そしてより複雑な多自由度
を持つ折りたたみ機構の開発が研究の焦点となるでしょう。また、AIと組み合わせるこ
とで、ロボット自身が環境を認識し、最適な形状変化と操作戦略を自律的に判断する、
よりインテリジェントなエンドエフェクタへと進化していくことが期待されます。これ
により、人間の立ち入れない危険な場所や、高精度が求められる作業において、ロボッ
トの貢献がさらに拡大するでしょう。

元記事: https://eureka.patsnap.com/report-compare-collapsible-vs-rigid-robotic-end-effectors-for-

compact-spaces

収集日: 2026年05月30日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://eureka.patsnap.com/report-compare-collapsible-vs-rigid-robotic-end-effectors-for-compact-spaces
https://eureka.patsnap.com/report-compare-collapsible-vs-rigid-robotic-end-effectors-for-compact-spaces


40%の強度向上を可能にするウェアラブル繊維ロボット：
KIMMが開発

概要

韓国科学技術院（KIMM）の研究チームは、直径25マイクロメートルの形状記憶合金
（SMA）ワイヤーをコイル状に加工し、生物の筋肉繊維のように機能する「スマート
な糸」を開発しました。この糸を織り込んだウェアラブルロボットは、使用者の動き

をサポートし、40%の強度向上を提供します。人工筋肉の収縮は熱によって活性化さ
れ、神経筋疾患患者の肩関節を補助するソフト外骨格など、医療・リハビリテーショ
ン分野での応用が期待されています。

公開日 2026年05月27日  Futuro Prossimo  韓国



詳細

背景：ウェアラブルロボットとアクチュエータの課題

高齢化社会の進展や労働力不足、そして神経筋疾患患者のリハビリテーション支援な
ど、様々なニーズからウェアラブルロボットの重要性が高まっています。しかし、既存
のウェアラブルロボットは、硬質な部品が多く、重量が重く、かさばる傾向があり、人
間の身体に自然にフィットし、快適に着用できるという点で課題がありました。また、
アクチュエータ（動作を生成する部品）も、高い出力と柔軟性を両立させることが難し
く、人間の筋肉のような自然で効率的なアシスト力を提供するには限界がありました。

主要な内容：KIMMが開発したSMA製「スマート糸」とウェアラブルロボット

韓国科学技術院（KIMM）の研究チームは、これらの課題を克服するため、画期的なウ
ェアラブルロボット技術を開発しました。その核心は、直径わずか25マイクロメートル
という極細の「形状記憶合金（SMA）」ワイヤーをコイル状に精密に加工することで、
人間の筋肉繊維に酷似した伸縮特性と高い出力を持つ「スマートな糸」を創り出した点
にあります。このSMAワイヤーは、熱によって活性化されると収縮し、まるで筋肉が収
縮するかのように力を発生させます。研究チームは、このスマート糸を特殊な方法で織
り込むことで、人間の動きを効果的にサポートする柔軟なウェアラブルロボットを構築
しました。このロボットを着用することで、使用者は体力を最大40%向上させることが
できるという驚くべき結果が報告されています。

このスマート糸は、その高い出力密度と柔軟性から、以下のような特性を有します。

**高出力**: わずかな熱刺激で強力な収縮力を発生。

**柔軟性**: 繊維状であるため、布地のように身体にフィットし、装着感が自然。

**軽量・コンパクト**: 大がかりなモーターやギアが不要なため、システム全体を軽
量化・小型化できる。

特に、神経筋疾患患者の肩関節を補助するソフト外骨格として応用することで、日常生
活動作の改善やリハビリテーションの効果向上が期待されています。



技術的意義と今後の展望

KIMMが開発したSMA製スマート糸を用いたウェアラブルロボットは、アクチュエータ
技術とウェアラブルデバイスの融合において大きなブレークスルーを意味します。人間
の身体に自然に溶け込み、強力かつ柔軟なアシストを提供する能力は、様々な分野で革
新的な応用を可能にします。

**医療・リハビリテーション**: 筋力低下患者の歩行補助、関節可動域の改善、転倒
予防。

**産業・介護**: 重い荷物の持ち運びを補助するパワーアシストスーツ、介護者の負
担軽減。

**スポーツ・エンターテイメント**: 運動能力向上ウェア、VR/AR体験の強化。

今後は、SMAの応答速度のさらなる向上、エネルギー効率の改善、そして長時間の連続
使用に耐えうる耐久性の確保が重要な研究課題となります。また、センサー技術やAIを
統合することで、使用者の意図をより正確に読み取り、最適なタイミングと強さでアシ
ストを提供する「賢い」ウェアラブルロボットへの進化が期待されます。この技術は、
人間と機械がよりシームレスに協調する未来社会の実現に向けた強力な一歩となるでし
ょう。

元記事: https://en.futuroprossimo.it/2026/05/robot-indossabile-in-tessuto-ti-da-il-40-di-forza-in-piu/

収集日: 2026年05月30日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://en.futuroprossimo.it/2026/05/robot-indossabile-in-tessuto-ti-da-il-40-di-forza-in-piu/


Covestro、COMPUTEX 2026でAIインフラ向け高性能材
料ソリューションを展示

概要

Covestroは、COMPUTEX 2026で「The Material Effect」をテーマに、AIインフラと具現
化された知能（Embodied Intelligence）のための高性能材料ソリューションを展示し
ました。同社は、エンジニアリングプラスチックやTPU（熱可塑性ポリウレタン）な

どの材料が、AIコンピューティング、具現化された知能、コネクテッドデバイスにお
けるイノベーションをどのように可能にしているかを紹介。この展示は、性能、持続
可能性、サプライチェーンの信頼性に関する進化する要求を満たすための材料ソリュ

ーションに焦点を当てています。

公開日 2026年05月27日  Covestro  ドイツ



詳細

背景：AI時代の技術進化と材料の役割

人工知能（AI）技術の急速な進化は、データセンターのAIサーバーから、ロボット、ス
マートデバイスに至るまで、あらゆる分野で高性能なハードウェアと信頼性の高いイン
フラを求めています。特に、AIコンピューティングの処理能力向上に伴い、発熱量の増
加や電力消費の課題が顕在化しており、これを克服するためには、放熱性、耐久性、絶
縁性、軽量性などに優れた材料が不可欠です。また、持続可能性への要求が高まる中、
環境負荷の低い材料や、サプライチェーンの安定性も重要な考慮事項となっています。

主要な内容：CovestroのAIインフラ向け高性能材料ソリューション

ドイツの化学大手Covestroは、台北で開催されたCOMPUTEX 2026において、「The

Material Effect」というテーマのもと、AIインフラストラクチャおよび具現化された知能
（Embodied Intelligence、ロボットやIoTデバイスなど）を支えるための高性能材料ソリ
ューションを大々的に展示しました。同社は、自社の多様な製品ポートフォリオから、
以下の主要な材料とその応用を紹介しました。

**エンジニアリングプラスチック**: 高強度、高剛性、優れた耐熱性を持つポリカー
ボネートやそのアロイは、サーバーラック、冷却システム、AIアクセラレーターのハ
ウジングなどに使用され、耐久性と信頼性の向上に貢献します。特に、高い剛性と寸
法安定性は、精密な電子部品のサポートに不可欠です。

**熱可塑性ポリウレタン（TPU）**: 柔軟性、耐摩耗性、衝撃吸収性に優れるTPUは、
ケーブル被覆、コネクタ、ウェアラブルデバイスの筐体などに利用され、耐久性と設
計の自由度を提供します。具現化された知能を持つロボットのソフトボディ部分や、
センサーの保護材料としても期待されます。

**持続可能なソリューション**: リサイクル可能、バイオベース、あるいはCO2を利
用して製造された材料など、環境負荷を低減するソリューションも強調されました。
これは、AI技術の発展がもたらす電力消費増加という課題に対し、材料レベルでの持
続可能性を追求するCovestroの姿勢を示しています。

これらの材料は、AI技術の発展に必要な性能を担保しつつ、エネルギー効率と環境への
配慮を両立させることを目指しています。



技術的意義と今後の展望

CovestroのCOMPUTEX 2026での展示は、AI時代のハードウェアイノベーションにおい
て材料科学が果たす中心的な役割を明確に示しています。高性能なエンジニアリングプ
ラスチックやTPUは、AIサーバーの熱問題を管理し、信頼性を高める上で不可欠です。
また、具現化された知能を持つデバイスやコネクテッドデバイスにおいては、材料の柔
軟性、耐久性、軽量性が、より人間らしいインタラクションや広範な展開を可能にしま
す。将来的には、これらの材料ソリューションは、AIコンピューティング能力のさらな
る向上、データセンターのエネルギー効率化、そしてスマートシティやスマートファク
トリーといったIoTエコシステムの発展を加速させるでしょう。Covestroは、材料イノ
ベーションを通じて、AIとIoTが織りなす未来社会の物理的基盤を構築し、持続可能で
高性能な次世代テクノロジーの実現に貢献することが期待されます。

元記事: https://www.covestro.com/press/covestro-presents-the-material-effect-during-computex-2026-

high-performance-solutions-for-ai-infrastructure-and-embodied-intelligence/

収集日: 2026年05月30日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.covestro.com/press/covestro-presents-the-material-effect-during-computex-2026-high-performance-solutions-for-ai-infrastructure-and-embodied-intelligence/
https://www.covestro.com/press/covestro-presents-the-material-effect-during-computex-2026-high-performance-solutions-for-ai-infrastructure-and-embodied-intelligence/


#24 UncorrelaTEdプロジェクト：改良型熱電材料で排熱
を電気に変換

概要

UncorrelaTEdプロジェクトは、多孔質熱電材料と液体を接触させることで、熱を効率
的に電気に変換する技術に取り組んでいます。この技術は、ボディヒートや産業排熱
を利用してバッテリー不要の自己給電型センサーを実現することを目標としていま

す。プロジェクトでは、ビスマステルル合金、酸化物、ポリマーなど、異なる材料フ
ァミリーの熱電材料の開発が進められており、多様な応用分野での実用化が期待され
ています。

公開日 2026年05月28日  pyl.isop-hamburg.de  ドイツ



詳細

背景：未利用排熱の活用と自己給電型デバイスのニーズ

世界中で大量に排出される産業排熱や、人間の体温のような身近な熱源は、未利用のエ
ネルギーとして存在しています。これらの熱を効率的に電気エネルギーに変換できれ
ば、エネルギー効率の向上と持続可能な社会の実現に大きく貢献します。特に、IoTデ
バイスやウェアラブルセンサーの普及に伴い、バッテリー交換や充電の手間を不要にす
る「自己給電型センサー」への需要が高まっています。熱電変換技術は、このニーズを
満たす有望な解決策ですが、従来の熱電材料は、変換効率、コスト、柔軟性などの面で
まだ課題を抱えていました。

主要な内容：UncorrelaTEdプロジェクトの液体接触型熱電変換技術

ド イ ツ の Isop-Hamburg が 関 与 す る 「 UncorrelaTEd （ Uncorrelated Transport in

Thermoelectric Energy Converters）」プロジェクトは、熱を電気に効率的に変換する革
新的な熱電技術の開発に注力しています。このプロジェクトの核心は、多孔質構造を持
つ熱電材料と液体（例えばイオン液体や水ベースの電解質）を直接接触させるという新
しいアプローチにあります。この接触界面において、熱勾配によって液体中のイオンが
移動し、電気エネルギーを生成する仕組みが利用されます。この液体接触型のアプロー
チにより、従来の固体のみで構成される熱電デバイスでは困難だった、高い変換効率と
特定の環境下での安定性を両立できる可能性があります。

プロジェクトでは、以下のような多様な熱電材料ファミリーが開発されています。

**ビスマステルル合金**: 比較的低温域での熱電変換効率が高いことで知られる材
料。

**酸化物**: 高温での安定性に優れ、安価で豊富な元素から構成される可能性を持つ
材料。

**ポリマー**: 柔軟性があり、ウェアラブルデバイスなどへの応用が期待される材
料。

これらの材料の最適化と組み合わせにより、システム全体の熱電性能が向上し、最終的
には人間の体熱や産業排熱といった様々な熱源から持続的に電力を供給できるバッテリ
ー不要の自己給電型センサーや小型デバイスの実現を目指しています。



技術的意義と今後の展望

UncorrelaTEdプロジェクトの成果は、熱電変換技術の新たな可能性を切り開き、エネル
ギー問題とIoTデバイスの課題解決に大きく貢献します。多孔質熱電材料と液体の組み
合わせは、従来の固体ベースの熱電素子では得られなかった独自の特性（例：より大き
なゼーベック係数、優れた機械的柔軟性）を提供する可能性があります。この技術は、
以下のような分野での応用が期待されます。

**ウェアラブルエレクトロニクス**: 体温を利用して駆動するスマートウォッチや健
康モニター。

**産業用IoTセンサー**: 工場設備の排熱を利用して自律的に動作するセンサーネット
ワーク。

**スマート建築**: 窓や壁の温度差を利用した発電、あるいは熱管理システム。

今後は、材料の耐久性、変換効率のさらなる向上、そして量産性の確保が重要な研究課
題となります。このプロジェクトは、熱電材料の科学と工学の両面で革新を促進し、よ
り環境に優しく、利便性の高い社会の実現に向けた基盤を築くことが期待されます。

元記事: https://pyl.isop-hamburg.de/buviakk

収集日: 2026年05月30日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pyl.isop-hamburg.de/buviakk

